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今年で33周年を迎えた観光地引き網。開幕式では、招待された羽ノ浦町の親子34人が地引き網に初挑戦。
自然の恵みを体感し、歓喜する子どもたちの笑顔がとても印象的でした。（3月30日：北の脇海岸にて撮影）
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本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を

迎
え
、
ま
た
、
今
日
の
社
会
経
済

情
勢
の
急
激
な
変
化
と
い
う
背
景

も
あ
り
、本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

行
財
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て
重
要

な
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
24
年
度

に
お
い
て
も
、
市
の
将
来
を
見
据

え
な
が
ら
多
様
な
行
政
課
題
に
的

確
・
迅
速
に
対
応
し
、
当
面
す
る

事
務
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
運
営
の
効
率
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
、
定
員
管
理
の
推
進
に
よ
り
職

員
総
数
は
８
８
４
人
と
な
り
ま
し

た
。（
前
年
度
比
18
人
の
減
・
４

月
１
日
現
在
）

　

平
成
24
年
度
の
組
織
機
構
に
つ

い
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
事
務
事
業
の
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
な
推
進
を
図
る
観
点
か
ら

必
要
な
見
直
し
を
行
い
、
事
務
執

行
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

組
織
機
構
の
再
編　
　
　
　
　

　

企
画
部
で
は
、
新
た
に
「
東
京

事
務
所
」
を
開
設
し
、
国
の
各
省

庁
や
関
係
機
関
等
と
の
連
絡
調

整
、
折
衝
や
調
査
の
ほ
か
、
民
間

活
力
に
よ
る
産
業
・
文
化
の
交
流

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
情
報
課
に
課
内
室

と
し
て
新
た
に
「
法
令
室
」
を
設

置
し
、
法
務
研
修
の
充
実
や
政
策

法
務
部
門
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

防
災
部
は
新
設
し
た
部
で
、
総

務
部
に
属
し
て
い
た
「
市
民
安
全

局
」
を
「
防
災
対
策
課
」
に
名
称

を
変
更
し
て
所
掌
さ
せ
、
同
課
に

「
防
災
係
」、「
自
衛
隊
係
」
の
２

係
を
置
き
、
防
災
体
制
の
一
層
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
部
で
は
、「
地
域
支
援
課
」

を
「
ふ
る
さ
と
振
興
課
」
に
名
称

変
更
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
含
め
た
地
域
づ
く
り
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、
地
域
振
興
係
、
市
民

活
動
支
援
係
の
ほ
か
、新
た
に「
婚

活
応
援
係
」
を
設
置
し
、
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
若
者
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
の
出
会
い
の

場
や
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
部
市
民
安
全
局
か

ら
交
通
防
犯
に
係
る
業
務
を
移
管

し
て
「
交
通
防
犯
係
」
を
設
置
し
、

あ
わ
せ
て
４
係
と
し
ま
す
。

　

環
境
管
理
部
で
は
、
環
境
管
理

事
務
所
生
活
環
境
課
に
新
た
に

「
庶
務
係
」
を
設
置
し
、
事
務
の

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
職
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
業
務
の
継
続
性
に
も
可
能
な

限
り
配
意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
退
職
者
数
と
の
関
係
か
ら
、

異
動
は
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
人
員
で
は
あ
り
ま

す
が
、
各
部
署
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
創
意
工
夫
を
し
、
業
務
の
円
滑

な
執
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

地
域
の
絆
と

　
連
帯
感
の
再
生
を
図
る
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企
画
部

企
画
部
長　
　
　
　

西
田　
　

修

秘
書
広
報
課
長　
　

美
馬　

隆
司

人
事
課
長　
　
　
　

髙
島　

博
佳

企
画
政
策
課
長　
　

玉
田　

秀
明

東
京
事
務
所
長　
　

鈴
江　

省
吾

行
政
情
報
課
長　
　

陶
久　

敏
郎

Ｉ
Ｔ
推
進
課
長　
　

坂
本　

誠
規

　

総
務
部

総
務
部
長　
　
　
　

松
田　

道
明

総
務
部
理
事
・
管
財
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

岐　
　

祐
司

財
政
課
長　
　
　
　

杣
友
秀
二
三

庁
舎
建
設
課
長　
　

吉
田　
　

裕

税
務
課
長　
　
　
　

福
谷
美
樹
夫

納
税
課
長　
　
　
　

松
田　

晋
介

平
成
24
年
度
の
職
員
体
制
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
主
な
配
置
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市　

長　

岩　

浅　

嘉　

仁

副
市
長　

亀　

尾　

貞　

男

教
育
長　

田　

上　

勝　

義

政
策
監　

勝　

瀬　

修　

平

政
策
監　

惠　

来　

和　

男

　

防
災
部

防
災
部
長　
　
　
　

佐
野　

泰
弘

防
災
対
策
課
長　
　

近
藤　

義
昭

　

市
民
部

市
民
部
長
・
那
賀
川
支
所
長
・
羽

ノ
浦
支
所
長　
　
　

佐
藤　

賢
治

市
民
部
参
事
・
ふ
る
さ
と
振
興
課

長
事
務
取
扱　
　
　

浅
野　

亮
一

市
民
生
活
課
長
・
葬
斎
場
長

　
　
　
　
　
　
　
　

横
手　

育
子

人
権
・
男
女
参
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

正
俊

環
境
保
全
課
長　
　

藤
野
絢
志
郎

文
化
振
興
課
長　
　

天
羽　

正
明

　

環
境
管
理
部

環
境
管
理
部
長　
　

西
野　

孝
則

環
境
管
理
部
参
事
・
環
境
管
理
事

務
所
生
活
環
境
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

森
本　

義
彦

環
境
管
理
課
長　
　

三
木
野
文
秋

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

石
本　

靖
弘

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長
心
得

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

裕
二

ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

原
田　

明
生

環
境
整
備
課
長　
　

亀
尾　

剛
士

　

保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
部
長　
　

東
條　

盛
彦

保
健
福
祉
部
参
事
・
介
護
保
険
課

長
事
務
取
扱　
　
　

福
永　
　

亨

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

増
井　

昌
已

保
険
年
金
課
長　
　

宮
田　

和
明

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所

長　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

亮
一

福
祉
事
務
所
長
・
福
祉
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

稲
村　

良
秋

な
が
い
き
課
長　
　

一
楽　

明
美

こ
ど
も
課
長　
　
　

打
樋　

昌
之

　

産
業
部

産
業
部
長　
　
　
　

粟
飯
原
佳
明

産
業
部
理
事
・
野
球
の
ま
ち
推
進

課
長
事
務
取
扱　
　

田
上　

重
之

農
林
水
産
課
長　
　

西
村　

信
昭

農
地
整
備
課
長　
　

中
道　

信
弘

商
工
観
光
労
政
課
長

　

撫
養　

義
博

企
業
振
興
課
長　
　

幸
坂　

雅
好

　

建
設
部

建
設
部
長　
　
　
　

篠
原　

明
広

建
設
部
理
事
（
兼
）
植
松　

真
二

工
事
検
査
課
長　
　

湯
浅　

政
之

土
木
課
長　
　
　
　

吉
原　

敏
男

住
宅
建
築
課
長　
　

岩
佐　
　

望

維
持
管
理
課
長　
　

小
林　

洋
一

人事異動に伴う辞令交付式で、岩浅市長から
「風を読み、積極果敢に攻める行政、やさし
さを備えた強い行政を展開し、地域の絆と連
帯感の再生に、失敗を恐れず全力で取り組む
ように」と、訓示がなされました。（４月２日）

公
園
緑
地
課
長　
　

石
居　
　

玄

　

特
定
事
業
部

特
定
事
業
部
長　
　

原　
　
　

務

特
定
事
業
部
理
事　

植
松　

真
二

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長吉

川　

博
文

特
定
事
業
推
進
課
長

　

原
田　

隆
博

下
水
道
課
長　
　
　

茂
村　

福
和

　

会
計
管
理
者
・
会
計
課

会
計
管
理
者　
　
　

笠
原　

光
男

会
計
課
長　
　
　
　

熊
本　

広
治

　

水
道
部

水
道
部
長　
　
　
　

吉
澤　

健
二

業
務
課
長　
　
　
　

長
田　
　

晃

工
務
課
長　
　
　
　

秋
本　

卓
巳

　

教
育
委
員
会

教
育
次
長　
　
　
　

河
井　

敏
之

教
育
委
員
会
理
事
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
事
務
取
扱　

広
瀬　

義
裕

総
務
課
長　
　
　
　

越
久
村
仁
司

学
校
教
育
課
長　
　

篠
原　
　

真

生
涯
学
習
課
長　
　

程
野　

公
人

人
権
教
育
課
長　
　

高
島　

武
己

学
校
給
食
課
長　
　

長
谷　

佳
和
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（
61
人
） （

45
人
）

３F ２F

２F
１F

１F

BF

２F

１F

３F

第２仮庁舎（旧ハローワーク） ※５月７日㈪以降

※５月７日㈪以降

↑
次ページ上段へ続く

　

消
防
本
部

消
防
長　
　
　
　
　

森　
　

秀
敏

消
防
次
長
・
警
防
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

俊
彦

総
務
課
長　
　
　
　

豊
田　
　

實

予
防
課
長　
　
　
　

平
岡　

裕
文

情
報
管
制
課
長　
　

原
田　

義
夫

消
防
署
長　
　
　
　

森
本　

耕
造

消
防
副
署
長
・
第
一
消
防
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

乾　
　

庫
介

第
二
消
防
課
長　
　

河
野　

庸
雄

第
三
消
防
課
長　
　

服
部　
　

弘

　

議　

会

事
務
局
長　
　
　
　

岩
原　

計
憲

議
事
課
長　
　
　
　

長
野　

荘
次

　

農
業
委
員
会

事
務
局
長　
　
　
　

桝
田　
　

勲

　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長　
　
　
　

上
原　

啓
二

　

監　

査

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

仁
木　

仁
美

　

公
平
委
員
会

事
務
局
長
（
兼
）　

仁
木　

仁
美

　

新
規
採
用
職
員

小
山
龍
一
・
苅
舎
真
由
美
・
林

由
紀
子
・
青
木
祐
貴
・
杉
山
奈
々
・

岩
淺
宏
美
・
黒
田
春
奈
・
守
野
達

郎
・
富
田
賀
雄
・
湯
浅　

徹
・
吉

永
一
彦
・
稲
村
友
博
・
田
中
健
介
・

林　

未
来
・
藤
田　

純
・
坂
東
正

章
・
下
村
直
人
・
吉
田
真
子
・
中

西
智
穂
・
大
谷
聡
志
・
佐
藤
友
紀
・

安
廣
亮
二
・
上
田
真
由
美
・
吉
川

靖
・
髙
原
勇
人
・
吉
井
一
史
・
前

田
祐
希
・
渡
邊
李
里
紗
・
尾
山
絢

子
・
吉
田
奈
央
・
湯
浅
尚
子
・
浜

崎
智
佳
・
岩
田
智
尋
・
神
野
早
裕

理
・
森　

道
子
・
正
木　

幸
・
佐
々

木
綾
乃
・
原
田　

渚
・
湯
浅
加
奈

子
・
竹
治
輝
記
・
鈴
鹿
泰
弘
・
三

谷
彰
彦
・
森
本
恭
輔
・
戎
谷
明
浩
・

数
藤
和
希

　

退
職
者

※
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属

薮
本　

照
子
（
見
能
林
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

田
上　

洋
子
（
富
岡
保
育
所
）

米
沢　

敏
信
（
産
業
部
）

遠
藤　
　

績
（
産
業
部
）

廣
瀬　

春
幸
（
市
民
部
）

高
島　

早
苗
（
明
星
保
育
所
）

山
本　

和
己
（
第
一
消
防
課
）

藤
坂　

国
行
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
）

本
田　

壽
子
（
福
井
小
学
校
）

市 役 所 庁 舎 の 案 内

４F 農林水産課　商工観光労政課　
企業振興課　防災対策課
農林水産課　商工観光労政課　
企業振興課　防災対策課

本庁舎 第１仮庁舎（旧阿南保健所 / プレハブ）

行政情報課

下水道課

土木課

農地整備課　維持管理課

正・副議長室　議員控室　
議会事務局（議事課）　議場　
委員会室　監査事務局

市長室　副市長室　政策監室　
秘書広報課　人事課　ＩＴ推進課
財政課　庁舎建設課　管財課　環境保全課
こども課　こども相談室

税務課　納税課　市民生活課　
ふるさと振興課　介護保険課　保険年金課　
福祉課　ながいき課　会計課

教育委員会（教育長室　学校教育課　
総務課　生涯学習課）
野球のまち推進課

人権教育課　人権・男女参画課　
男女共同参画室　住宅建築課

企画政策課　工事検査課
教育研究所

正・副議長室　議員控室　
議会事務局（議事課）　議場　
委員会室　監査事務局

市長室　副市長室　政策監室　
秘書広報課　人事課　ＩＴ推進課
財政課　庁舎建設課　管財課　環境保全課
こども課　こども相談室

税務課　納税課　市民生活課　
ふるさと振興課　介護保険課　保険年金課　
福祉課　ながいき課　会計課

教育委員会（教育長室　学校教育課　
総務課　生涯学習課）
野球のまち推進課

人権教育課　人権・男女参画課　
男女共同参画室　住宅建築課

企画政策課　工事検査課 
教育研究所

宿直室（夜間、土・日・祝日の窓口）
※入口は庁舎東側の階段から

4広報 あなん 2012.05



前ページ下段からの続き
↓

阿
部　

里
司
（
企
画
部
）

山
下　

豊
美
（
南
部
学
校
給
食
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
）

表
原　

清
美
（
こ
ど
も
課
）

三
川　

昌
典
（
消
防
本
部
）

佐
々
木
延
一
（
特
定
事
業
部
）

井
坂　
　

稔
（
保
健
福
祉
部
）

勢
井
ト
ヨ
子
（
羽
ノ
浦
中
学
校
）

増
田　

和
子
（
な
が
い
き
課
）

豊
内　

照
子
（
会
計
管
理
者
）

前
川　

裕
之
（
総
務
部
）

松
本　

秀
行
（
阿
南
市
理
事
）

埴
渕　

絹
代
（
市
民
部
）

吉
崎
喜
代
江
（
南
部
学
校
給
食
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
）

尾
﨑　

隆
之
（
建
設
部
）

是
松　
　

司
（
消
防
本
部
）

山
下　

奉
文
（
環
境
管
理
部
）

惠
来　

和
男
（
総
務
部
）

角
谷　

久
子
（
学
校
給
食
課
）

中
田　

正
行
（
産
業
部
）

仲
川　

佳
男
（
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

事
務
局
）

尾
山　

勝
敏
（
企
画
部
）

坂
本　

信
喜
（
市
民
会
館
）

島
野　

律
子
（
第
一
学
校
給
食
セ

　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
）

木
下　

弘
幸
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
）

新
庄　

茂
裕
（
第
二
消
防
課
）

豊
田　

弘
之
（
教
育
委
員
会
）

福
井　
　

伸
（
椿
住
民
セ
ン
タ
ー
）

岩
崎
小
枝
子
（
保
健
福
祉
部
）

長
尾　

洋
子
（
富
岡
保
育
所
）

森
本　

誠
幸
（
特
定
事
業
推
進
課
）

藤
坂　

敏
子
（
那
賀
川
学
校
給
食

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

山
本　

一
良
（
保
健
福
祉
部
）

横
手　

周
次
（
建
設
部
）

谷
脇　

凖
藏
（
特
定
事
業
部
・
建

　
　
　
　
　
　

設
部
）

松
原　

慶
次
（
下
水
道
課
）

秋
本　
　

保
（
長
生
住
民
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　

ー
）

菊
野　

和
彦
（
企
画
部
）

菱
垣　

昌
泰
（
第
一
消
防
課
）

南
部　
　

巧
（
維
持
管
理
課
）

大
和　

志
郎
（
加
茂
谷
住
民
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
）

田
中　

利
幸
（
情
報
管
制
課
）

岩
崎　

英
世
（
企
業
振
興
課
）

播
磨　

匡
子
（
明
星
保
育
所
）

井
坂　

絹
子
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
）

西　
　

正
夫
（
那
賀
川
支
所
）

大
村　

謙
二
（
保
険
年
金
課
）

甘
利
フ
ジ
子
（
山
口
保
育
所
）

田
村　

和
子
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
）

服
部　

京
子
（
長
生
保
育
所
）

原　
　

悦
子
（
横
見
幼
稚
園
）

大
谷　

竹
人
（
税
務
課
）

四
宮　

愛
子
（
第
一
消
防
課
）

市長室（秘書広報課へ）
副 市 長 室
勝 瀬 政 策 監 室
惠 来 政 策 監 室
企 　 　 画 　 　 部
部 長 室
秘 書 広 報 課
人 事 課
企 画 政 策 課
行 政 情 報 課
Ｉ Ｔ 推 進 課
総 　 　 務 　 　 部
部 長 室
理 事 室（ 管 財 課 担 当 ）
財 政 課
庁 舎 建 設 課
管 財 課
税 務 課
納 税 課
防 　 　 災 　 　 部
部 長 室
防 災 対 策 課
市 　 　 民 　 　 部
部 長 室
市 民 生 活 課
人 権・ 男 女 参 画 課
人 権・ 男 女 参 画 室
環 境 保 全 課
文 化 振 興 課
ふ る さ と 振 興 課
阿 南 地 区 交 通 安 全
教 育 推 進 協 議 会
那 賀 川 支 所
羽 ノ 浦 支 所 ※夜間・休日は代表受付へおかけください。

２２－１１１０
２２－１１０１
２８－９８８３
２２－１３３９

２２－１１１９
２２－１１１０
２２－１１１２
２２－３４２９
２８－９８８５
２２－１１１７

２２－１１０８
２２－８２８６
２２－１１１３
２２－８２８５
２２－３８０４
２２－１１１４
２２－１７９２

２２－１０９８
２２－９１９１

２２－１１１５
２２－１１１６
２２－３０９４
２２－７４０１
２２－３４１３
２２－１７９８
２２－７４０４

２２－８９５２

４２－１１１１
４４－３１１１

環 境 管 理 部
部 長 室
環 境 管 理 課
環 境 整 備 課
生 活 環 境 課
保 健 福 祉 部
部 長 室
介 護 保 険 課
保 健 セ ン タ ー
保 険 年 金 課
福 祉 課
な が い き 課
こ ど も 課
こ ど も 相 談 室
産 　 　 業 　 　 部
部 長 室
理事室（野球のまち推進事業担当）
農 林 水 産 課
農 地 整 備 課
商 工 観 光 労 政 課
企 業 振 興 課
野 球 の ま ち 推 進 課
建 　 　 設 　 　 部
部 長 室
工 事 検 査 課
土 木 課
住 宅 建 築 課
維 持 管 理 課
公 園 緑 地 課
特　 定　 事　 業　 部
部 長 室
理 事 室
ま ち づ く り 推 進 課
特 定 事 業 推 進 課
下 水 道 課
会 　 　 　 　 　 計
会 計 管 理 者
会 計 課

２２－３７９３
２２－３７９４
２２－３７９５
２２－０００１

２２－１５９１
２２－１７９３
２２－１５９０
２２－１１１８
２２－１５９２
２２－８０６４
２２－１５９３
２２－１６７７

２２－１５９７
２８－９８８６
２２－１５９８
２２－１５９９
２２－３２９０
２２－３４０１
２２－１２９７

２２－１５９４
２２－７４１０
２２－１５９５
２２－３４３１
２２－９５９６
２２－９２９３

２２－０５２７
２２－１０３０
２２－１５９６
２２－３１９７
２２－１７９６

２２－１１０７
２２－３２９４

水 　 　 道 　 　 部
部 長 室
業 務 課
工 務 課
教　 育　 委　 員　 会
教 育 長 室
教 育 次 長 室
総 務 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
人 権 教 育 課
ス ポ ー ツ 振 興 課
学 校 給 食 課
教 育 研 究 所
議 　 　 　 　 　 会
議 長 室
事 務 局 長
議 事 課
各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局理事
選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局
監 査 事 務 局
公 平 委 員 会 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局
消 　 防 　 本 　 部
消 防 長 室
総 務 課
警 防 課
予 防 課
情 報 管 制 課
消 防 課
テ レ ホ ン サ ー ビ ス

（病院案内・災害情報案内）
そ 　 　 の 　 　 他
代  表  受  付
災害対策本部（災害時）

２２－８０６９
２２－０５８７
２２－３２９５

２２ー３２９７
２２－３２９８
２２－３２９９
２２－３３９０
２２－３３９１
２２－３３９２
２２－３３９４
２２－０３６２
２２－３３９５

２２－３３９８
２２－３３９９
２２－３３９９

２２－３７９１
２２－３７９１

２２－３７９２

２２－３７９０

２２－３７９７
２２－３７９８
２２－３７９６
２２－３７９９
２２－１１２０
２２－３８４７

２２－９９９９

２２－１１１１
２２－３８５４

市役所電話番号案内
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
24
万
9
４
１
８
円

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

様
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
く
阿
南

市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
協
力

金
と
し
て

●
掲
示
用
パ
ネ
ル
30
枚

橘
町　

豊
田
精
造
様
か
ら
橘

公
民
館
施
設
充
実
品
と
し
て

●
図
書
「
新
兵
物
語
」
67
冊

領
家
町　

山
文
夫
様
か
ら

市
立
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・

公
民
館
の
図
書
充
実
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所

女
性
会
様
か
ら
活
竹
祭
に
お

け
る
売
上
金
を
地
域
福
祉
事

業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行
政
相
談
で
あ
な
た
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
は
、
国
、
県
、
市
な

ど
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要

望
、
意
見
な
ど
を
お
聞
き
し
、
そ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
行
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

相
談
委
員　

中
山
瑞
穗
さ
ん
、
高

島
彰
洋
さ
ん
、
廣
田
幸
雄
さ
ん
、

松
崎
カ
ズ
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

口
座
振
替

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
内
各
金
融
機
関
で
は
、
阿
南

市
の
税
お
よ
び
各
種
料
金
に
つ
い

て
口
座
振
替
の
申
込
み
を
さ
れ
た

方
に
粗
品
を
進
呈
す
る
「
口
座
振

替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間
　
６
月
29
日
㈮
ま
で

※
口
座
振
替
は
、
市
内
の
金
融
機

関
に
限
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
納
税
課（
☎
22
‐

１
７
９
２
）
へ

　

マ
ン
ガ
ラ
ジ
ャ
ラ
ブ
・
ア
ナ

ン
ダ
と
は
、
大
関
に
昇
進
し
た

鶴
竜
の
本
名
で
す
。
名
前
に
ア・

ナ・

ン・

が
入
っ
て
い
る
の
を
知
り
、

大
変
親
近
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
得
意

な
モ
ン
ゴ
ル
の
少
年
は
、
テ
レ

ビ
で
見
た
日
本
の
大
相
撲
に
ひ

か
れ
、
16
才
の
時
に
来
日
し
ま

し
た
。

　

そ
の
時
の
体
重
は
65
㌔
、
26

才
に
な
っ
た
今
は
身
長
１
８
６

㌢
、
体
重
１
４
８
㌔
の
偉
丈
夫

と
な
り
、角
界
の
新
し
い
ス
タ
ー

と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。
モ
ン

ゴ
ル
出
身
者
で
は
４
人
目
、
外

国
出
身
と
し
て
は
９
人
目
の
大

関
に
な
り
ま
す
が
、
初
土
俵
か

ら
所
要
62
場
所
、
新
入
幕
か
ら

所
要
32
場
所
の
昇
進
は
と
も
に

外
国
出
身
者
で
は
最
も
遅
い
記

録
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、大
関
昇
進
時
に
「
こ

れ
か
ら
も
稽
古
に
精
進
し
、
お

客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
相
撲

を
取
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
、観
客
に
言
及
し
た
口
上
は
、

一
個
人
で
は
な
く
、
日
本
の
国

技
の
発
展
の
礎
と
な
る
静
か
な

闘
志
と
決
意
が
あ
る
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
ア
ナ
ン
ダ
君
の
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
日
本
と

モ
ン
ゴ
ル
の
国
交
樹
立
40
周
年
。

　

９
月
に
は
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス

タ
ジ
ア
ム
で
「
モ
ン
ゴ
ル
野
球

青
春
記
」
と
い
う
映
画
の
撮
影

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

旧
那
賀
川
町
が
寄
贈
し
た
、

モ
ン
ゴ
ル
国
立
野
球
場
が
と
り

も
つ
縁
で
こ
の
企
画
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

今
、
横
綱
白
鵬
が
こ
の
映
画

の
宣
伝
大
使
に
就
任
す
る
話
が

進
み
つ
つ
あ
り
、
白
鵬
の
後
援

会
や
野
球
関
係
者
か
ら
も
横
綱

に
協
力
の
お
願
い
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

野
球
、
相
撲
、
モ
ン
ゴ
ル
が

三
本
の
矢
と
な
り
、
阿
南
の
活

性
化
が
は
か
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
マ
ン
ガ
ラ
ジ
ャ
ラ
ブ
・
ア
ナ
ン
ダ

　
初
土
俵
か
ら
の

　
大
関
ス
ロ
ー
昇
進

　

 

力
士	

場
所
数

１ 

霧　

島
……
…
…
…
91

２ 

隆
の
里
……
…
…
…
82

３ 

増
位
山
（
２
代
目
）……
79

４ 

旭　

國
……
…
…
…
77

５ 

清　

國
……
…
…
…
75

５ 

大
麒
麟
……
…
…
…
75

５ 

三
重
ノ
海
……
…
…
75

５ 

魁　

皇
……
…
…
…
75

９ 

千
代
の
富
士
……
…
63

10 

琴　

風
……
…
…
…
62

10 

鶴　

竜
……
…
…
…
62
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平
成
24
年
６
月
18
日
㈪
任
期
満

了
の
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

が
６
月
３
日
㈰
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

選
挙
区
は
６
選
挙
区
で
、
候
補
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
で
定
数
を

超
え
た
と
き
は
投
票
を
行
い
ま
す
。

投
票
日
　
６
月
３
日
㈰　

午
前
７

時
～
午
後
８
時

投
票
で
き
る
人
　
平
成
24
年
１
月

１
日
現
在
、
阿
南
市
に
住
所
が
あ

り
、
満
20
歳
以
上
（
平
成
４
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
で
、

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
（
世
帯
主
）

お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
で
あ
っ
て
、
農
業
委
員
会

委
員
の
選
挙
人
名
簿
（
本
人
の
申

請
に
基
づ
き
作
成
）
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

　

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
補
充
登

録
制
度
が
な
い
の
で
、
条
件
が

整
っ
て
い
て
も
、
毎
年
１
月
10
日

ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
な
く
登

録
さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
そ
の
後

資
格
条
件
が
整
っ
た
人
は
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
就
任
ご
あ
い
さ
つ

阿
南
市
政
策
監　

惠
来
　
和
男

　

新
緑
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
４
月
１
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
阿
南
市
政
策
監
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
を

迎
え
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

よ
り
一
層
の
行
財
政
改
革
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
三
連

動
地
震
に
備
え
た
防
災
・
減
災

に
係
る
事
業
あ
る
い
は
下
水
道

事
業
な
ど
、
市
民
の
安
全
や
暮

ら
し
に
直
結
す
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
誠
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

方
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

立
候
補
予
定
者
の
皆
様
へ

立
候
補
届
出
日
　
５
月
27
日
㈰

立
候
補
届
出
の
受
付
時
間
　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

な
お
、
立
候
補
の
届
け
出
に
必

要
な
書
類
を
５
月
10
日
㈭
以
降
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
阿
南

ひ
ま
わ
り
会
館
２
階
）
で
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
５
月
23
日
㈬
と
24
日
㈭

に
事
前
審
査
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
☎
22
‐
３
７
９
１
）へ

農
用
地
区
域
の
変
更

（
除
外
・
編
入
）
申
請

　
市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
24
年
度
前
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

（
農
林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

5
月
1
日
㈫
～
31
日

㈭提
出
・
問
い
合
わ
せ
は
　
農
林
水

産
課
（
☎
22
‐
１
５
９
８
）
へ

戸
籍
・
住
民
票
等

交
付
業
務
時
間
の
延
長

実
施
日
時
　
毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
等
の
閉

庁
日
は
除
く
）
の
午
後
５
時
15
分

～
６
時
15
分

※
通
常
の
開
庁
時
間
は
、
平
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場
所
　
市
民
生
活
課

取
扱
業
務
　
住
民
票
の
写
し
の
交

付
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
、

戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
、
身
分
証
明

書
の
交
付

ご
注
意
く
だ
さ
い
　
時
間
延
長
業

務
で
は
、
住
民
異
動
、
印
鑑
登
録
、

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
等
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は
　
市
民
生
活
課

（
☎
22
‐
１
１
１
６
）
へ

農
業
委
員
の
選
挙
期
日
は
６
月
３
日
㈰
で
す

QA

QA

年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

20
歳
の
学
生
で
す

が
、収
入
が
な
い
の
で
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

学
生
は
、
本
人
に
一

定
額
以
上
の
所
得
が
な

け
れ
ば
、
保
険
料
の
支
払
い
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。学
生
の
方
で
、

納
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
よ
う
な
場
合
は
学
生
納
付
特

例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
申

請
者
本
人
が
署
名
さ
れ
る
場
合

は
不
要
）
を
お
持
ち
の
う
え
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一

度
承
認
さ
れ
る
と
、
翌
年
度
以

降
、
在
学
期
間
中
は
毎
年
３
月

下
旬
に
、
は
が
き
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
日
本
年
金

機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22
―
１
１
１
８
）
へ

選　挙　区 定数（名）

第１選挙区（富岡 ･ 宝田・見能林） ４

第２選挙区（中野島・長生） ４

第３選挙区（大野・加茂谷） ４

第４選挙区（桑野・新野） ６

第５選挙区（橘・椿・福井） ４

第６選挙区（那賀川・羽ノ浦） ８
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夏
季
ご
み
収
集
作
業

補
助
員
（
臨
時
的
任
用

職
員
）
を
募
集

　

平
成
24
年
度
の
夏
季
期
間
（
６

月
～
９
月
）
に
環
境
管
理
事
務
所

に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務
す
る

職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
　
作
業
補
助
員

業
務
内
容
　
家
庭
ご
み
収
集
業
務

受
験
資
格
　
昭
和
25
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　

12
人
程
度

任
用
期
間
　
６
月
１
日
㈮
～
９
月

28
日
㈮

賃
金
　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

休
暇
　
任
用
期
間
に
応
じ
て
有
給

休
暇
あ
り

保
険
等
　
社
会
保
険（
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
保
険
、雇
用
保
険
）
は
、

各
法
令
の
定
め
に
よ
り
加
入

試
験
日
　
５
月
20
日
㈰

試
験
内
容
　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
人
事
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
５
月
１

日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
５
月
１
日
㈫
～
11
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜

日
お
よ
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
休
日
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は
　
人
事
課
（
☎
22

‐
１
１
１
２
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発

阿
南
市
人
権
施
策
基
本
方
針
進
捗

状
況
及
び
阿
南
市
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
年
次
報
告
具
体
的
推
進

状
況
（
23
年
度
版
）が
で
き
ま
し
た

　

人
権
・
男
女
参
画
課
、
各
住
民

セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
公
民
館
、

各
隣
保
館
、
各
教
育
集
会
所
で
そ

れ
ぞ
れ
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
期
間　

５
月
１
日
㈫
～
10
月

31
日
㈬

６
月
１
日
は
、
全
国
一
斉
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」

　

人
間
が
「
命
」
と
い
う
平
等
な

も
の
を
授
か
り
、
生
き
て
い
く
う

え
で
、
人
権
は
大
切
に
守
ら
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
現
実
に
は
、
日
常
生
活
の

な
か
で
人
権
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
人
権
」
は
目
に
見
え
る
形
と
し

て
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
人

権
侵
害
や
不
当
な
扱
い
、
虐
待
な

ど
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
て
も
、

な
か
な
か
表
面
化
し
な
い
ケ
ー
ス

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
人
権
擁
護
委
員

が
任
命
さ
れ
、
各
市
町
村
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
本
市
に
も
16
人
の

委
員
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和

57
年
度
か
ら
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
人

権
擁
護
委
員
が
住
民
の
皆
さ
ん
の

相
談
に
応
じ
る
存
在
と
し
て
各
市

町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の

大
切
さ
を
呼
び
か
け
、
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
１
日
㈮　

午
前
10
時

～
正
午

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階　

相

談
室

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ

３
Ｒ
に
よ
る
環
境
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
阿
南
市
環
境
基
本

条
例
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
阿
南

市
環
境
基
本
計
画
」
に
定
め
る
望

ま
し
い
環
境
像
と
し
て
「
人
と
自

然
に
優
し
い
環
境
創
造
都
市
・
あ

な
ん
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
㆒
つ
に
、
廃
棄
物

の
発
生
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、

部
品
等
の
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）、

使
用
済
み
製
品
等
の
原
材
料
と
し

て
の
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
３
Ｒ
に
よ
る
環
境
づ
く
り
が
あ

り
ま
す
。

循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

①
環
境
保
全
に
資
す
る
た
め
、
公

共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
の
活
用
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。

③
廃
棄
物
の
排
出
減
量
化
、
再
利

用
の
促
進
等
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

環
境
保
全
課

（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

No.17

　
　
　
　
　
《
連
載
80
号
》
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木
造
住
宅
の
耐
震
化

　

本
市
は
、
旧
建
築
基
準
法
で
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

耐
震
診
断

自
己
負
担
額
　
３
千
円

　

耐
震
改
修
に
係
る
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

耐
震
改
修
工
事
費
補
助
事
業

対
象
　
耐
震
診
断
を
受
け
、
評
点

が
０
・
７
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住

宅
を
評
点
１
・
０
以
上
に
改
修
す

る
工
事
で
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
工

事
は
、
県
の
講
習
を
受
け
て
徳
島

県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
施
工
者
等

と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　

改
修
工
事
に
か
か
る

工
事
費
用
の
３
分
の
２
で
、
最
高

60
万
円
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た

所
得
税
の
特
別
控
除
や
固
定
資
産

税
の
減
額
な
ど
、
税
の
優
遇
措
置

も
あ
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修

　

促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　

耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

補
助
金
額　

耐
震
改
修
工
事
お
よ

び
同
時
に
附
帯
し
て
行
う
一
連
の

工
事
（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
）
費

か
ら
、
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

の
交
付
額
に
１
・
５
を
乗
じ
た
金

額
を
減
じ
て
得
た
額
の
５
分
の
１

の
額
（
最
高
20
万
円
）。

消防庁長官表彰
おめでとうございます

山本 英雄さん 炭谷 善美さん
阿南市消防団副団長 見能林分団長

　消防庁長官表彰永年勤続功労賞は、
永年勤続（25 年以上）し、その勤務成
績が優秀で他の模範となると認められる消
防吏員、消防団員に対して消防庁長官よ
り表彰されるもので、勲章・褒章などの栄
典に準じ、最も栄誉あるもののひとつです。  
　３月８日に消防庁長官表彰（永年勤続
功労章）を受章された方 を々ご紹介します。

　

阿
南
市
住
ま
い
の
安
全
・

　

安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　

耐
震
診
断
を
受
け
、
評
点

が
１・０
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

で
、
次
の
①
～
④
の
工
事
。（
①
は

必
ず
実
施
し
、
②
③
は
い
ず
れ
か

を
実
施
、④
の
実
施
は
自
由
で
す
。）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
の
固
定

②
評
点
を
１
・
０
に
近
づ
け
る
耐

震
補
強
工
事
等

③
耐
震
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
工
事

④
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事

補
助
要
件　

次
の
事
項
を
す
べ
て

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

•
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

す
る
こ
と

•
工
事
に
要
す
る
経
費
の
合
計
が

20
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

※
「
徳
島
県
住
ま
い
の
安
全
・
安

心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
と

併
用
す
る
と
、
最
大
で
60
万
円
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
※
市
の
２
つ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

住
宅
建
築
課　

（
☎
22
‐
３
４
３
１
） 

へ

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
目

指
し
た
事
業

申
請
方
法　

交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

５
月
１
日
㈫
～
25
日

㈮※
交
付
の
可
否
等
は
７
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22
‐
３
３
９
１
）
へ

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象
　

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
産
業
の
掘

り
起
こ
し
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法　

助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
（
ふ
る
さ
と
振
興

課
備
え
付
け
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
６
月
29
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
の
決
定　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
を
経
て

７
月
下
旬
に
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

ふ
る
さ
と
振
興

課
（
☎
22
‐
７
４
０
４
）
へ

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金
事
業
申
請
の
受
付

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
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ご
存
知
で
す
か

「
安
心
メ
ー
ル
」

　

徳
島
県
警
察
で
は
、
地
域
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
子
ど
も
と

女
性
に
対
す
る
声
か
け
事
案
な
ど

の
不
審
者
情
報
、
犯
罪
情
報
な
ど

防
犯
に
役
立
つ
各
種
情
報
を
「
安

心
メ
ー
ル
」
と
し
て
、
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
要
領
で
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、登
録
は
無
料
で
す
が
、

受
信
す
る
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
費

用
１
円
～
８
円
が
発
生
し
ま
す
。

安
心
メ
ー
ル
登
録
手
順

●
徳
島
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
登
録
（
安
心
メ
ー
ル
登
録
を

ク
リ
ッ
ク
）

●
直
接
ア
ク
セ
ス
し
て
登
録

http://w
w

w.ansin-m
ail.net

●
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
登
録

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島

県
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課
（
☎
０
８
８
‐
６
２
２
‐

３
１
０
１
）
へ

　

寿
地
域
協
議
会
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事

業
」
か
ら
助
成
を
受
け
、
寿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
振

興
・
発
展
の
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
振
興
課

伊島連絡船答島港待合所が移転
答島港待合所が新設され、４月から乗船口付近に移転しています。
問い合わせは　ふるさと振興課（☎ 22-7404）へ

運航の問い合わせは
伊島連絡交通事業有限会社（☎ 33‒1271）へ

※３便は、月によって出港時間が異なります。

５月の
日程

○野球観光ツアー　交流試合
　３日（祝・木）　
	 参加　TUBE RIDERS（大阪府）
○第 4 回全日本少年硬式野球大会　
　12日㈯～ 13日㈰
○ソフトボール観光ツアー　交流試合
　12日㈯～ 13日㈰
	 阿南市民桑野グラウンド、福井グラウンド
	 参加	 大阪ハイシニアフェローズ（大阪府）
	 	 大阪シニア・ハイシニア（大阪府）
	 	 柳川クラブ（大阪府）
　		 八尾シニア（大阪府）

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎ 22-1297）へ

■展示コーナー　10：00 ～ 20：00
　パッチワークに魅せられて…　
　２日㈬～ 13 日㈰
　仲良し４人組義姉妹の作品展
　15 日㈫～ 27 日㈰
　エンジョイペインティング
　29 日㈫～６月 10 日㈰
　※初日と最終日は開催時間が異なります。

■体験会　   　
　母の日フラワーアレンジメント
　12 日㈯　10：30 ～ 12：00
　【参加費】1,500 円　【定員】10 人　
　【申込締切日】８日㈫
　【持ってくる物】花切りバサミ
　トールペイントでウェルカムボード作り
　６月３日㈰　13：00 ～ 15：30
　【参加費】1,000 円　【定員】５人　
　【申込締切日】31日㈭
　【持ってくる物】エプロン、筆記用具、筆洗い

平成23年度
コミュニティ助成事業で

寿コミュニティセンターを
整備

あぶない！こんなに事故が

●阿南署管内平成24年3月分合計　カッコ内は1月からの累計

救急

火災

件　　数
死　　者
負 傷 者
件 数
搬送人数
件 数
損 害 額

223件（641）
0人（ 1）
23人（ 78）
265件（853）
248件（816）
4件（ 7）
4,327千円

（4,328千円）

交通
事故

のまちステーションプラザ 
５月の催し

阿波踊り活竹人形作り、
星形あんどん作りを常時開催中‼

問い合わせは　
光のまちステーションプラザ
（☎ 24－ 3141）へ
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「
技
を
競
い
合
う
だ
け
で
な
く
、
住
ん

で
い
る
地
域
や
世
代
を
超
え
て
打
ち
解

け
合
え
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。」
と
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
へ
の
熱
い
思
い
を
語
る
の
は
、
阿
南
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
会
長
の
萩
野
敦
士

さ
ん
。
平
成
21
年
９
月
に
県
内
で
初
め

て
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
を
設
立
し
、
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
そ
の
普
及
・
振
興
に

力
を
注
い
で
い
る
。

　

萩
野
さ
ん
が
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
始
め

た
の
は
高
校
３
年
の
終
わ
り
。
野
球
部

を
引
退
し
、
何
か
打
ち
込
め
る
も
の
は

な
い
か
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。「
技

が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
言
葉
に
で
き
な
い
喜

び
が
あ
り
ま
す
。」
と
、
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
て
い
る
。
野
球
か
ら
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
に
乗
り
換
え
青
春
を
謳
歌
す
る
、
若

き
リ
ー
ダ
ー
が
描
く
夢
。
そ
れ
は
、
い
つ

か
阿
南
を
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ま
ち
に
す

る
こ
と
だ
。

　

昨
年
12
月
４
日
、
羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
専
用
施
設

が
完
成
し
た
。
白
銀
に
輝
く
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
は
、
１
０
０
人
を
超
す
ス
ケ
ー

タ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
施
設
の
充
実
度
は

四
国
一
と
も
い
わ
れ
、
「
い
く
ら
滑
っ
て

も
飽
き
足
り
な
い
」
と
、多
彩
な
コ
ー
ス
設

定
が
ス
ケ
ー
タ
ー
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る
。

　

意
気
揚
々
と
初
乗
り
を
楽
し
む
若
者

の
姿
に
目
を
細
め
る
萩
野
さ
ん
。
こ
の

日
を
迎
え
る
ま
で
に
は
つ
ら
い
こ
と
も
多

か
っ
た
だ
け
に
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
だ
。

　
「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
は
不
良
の
遊
び
―
。

そ
ん
な
風
に
思
わ
れ
て
い
る
の
が
と
に
か

く
嫌
で
し
た
。
何
と
か
し
て
悪
い
イ
メ
ー

ジ
を
ぬ
ぐ
い
去
り
、
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

協
会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
も
、
奉
仕
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
、
そ
ん
な

思
い
が
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
発
足
当

時
は
〝
あ
い
つ
ら
〟
と
バ
カ
に
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

建
設
へ
の
理
解
を
求
め
る
署
名
活
動
で

は
、〝
あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
っ
て
い

な
い
の
で
協
力
し
な
い
〟

と
耳
の
痛
い
言
葉
も
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
誰
一

人
と
し
て
文
句
を
言
わ
ず
、
一
緒
に
な
っ

て
声
を
上
げ
て
く
れ
た
。
彼
ら
が
い
な
け

れ
ば
こ
の
施
設
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
し
、

今
の
自
分
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

集
め
た
署
名
は
９
０
０
人
。
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
に
か
け
る
情
熱
が
多
く
の
人
の
心

を
動
か
し
た
。

　

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
結
ば
れ
た

友
情
は
、
彼
ら
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と

向
か
わ
せ
る
。
５
月
３
日
、
阿
南
市
で

初
め
て
と
な
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
コ
ン
テ

ス
ト
の
開
催
が
決
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
阿

南
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会
が
主
催
す
る
。

「
何
も
か
も
が
初
め
て
で
、
運
営
か
ら

採
点
ま
で
い
ろ
ん
な
人
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」。
入
念

に
計
画
さ
れ
た
企
画
書
に
は〝
滑
竹
祭
〟

の
文
字
が
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、
と
尋
ね
る
と
、
萩
野

さ
ん
は
「
特
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
笑
っ
て
の
け
た
。
イ
ベ
ン
ト
経
費
は

10
万
円
。
会
員
が
出
し
合
っ
た
会
費
を

充
て
る
。「
赤
字
必
至
で
す
ね
。」
と
苦

笑
し
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
充
実
感
が
漂
っ

て
い
た
。

　

草
の
根
活
動
を
続
け
る
こ
と
４
年
。

今
ま
で
応
援
し
て
く
れ
た
人
、
自
分
た

ち
の
活
動
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
人
、

陰
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
胸
に
、
晴
れ
舞
台
に
臨
む
。
そ

こ
で
魅
せ
て
く
れ
る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
若
者
文
化
に
新
た
な
時
代
を
刻

む
だ
ろ
う
。

若者が集うまち阿南を
スケートボードから盛り上げていきたい

スケートボードスクールで準備体操をするようす

スケートボード場周辺を掃除する協会の皆さん

日
時　

５
月
３
日
㈷　

午
前
９
時
～

会
場　

羽
ノ
浦
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

問
い
合
わ
せ
は　

萩
野
（
☎
０
９
０

‒

５
２
７
６‒

２
５
０
８
）
へ

萩野 敦士さん （28 歳・横見町）
阿南市内の会社に勤務・スケートボード歴10年

モットーは「努力」と「ポジティブ」

萩野 敦士さん（阿南スケートボード協会 会長）

輝く
阿南人
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市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
約
５
８
０
０

個
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
工
事
が
４
月
４
日
か
ら
始
ま
り
、

さ
っ
そ
く
日
開
野
町
中
居
内
で
初
め
て
の
取
替
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
日
亜
化
学
工

業
製
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
を
使
用
し
た
製
品
で
、
従
来
の
蛍
光

灯
に
比
べ
小
型
で
耐
水
性
に
優
れ
、
照
度
や
拡
散
性
に
お

い
て
も
機
能
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
費
電
力
や
ＣＯ₂

排
出
量
と
も
に
３
分
の
１
程
度
の
削
減
が
図
れ
る
見
込

み
で
、
市
内
の
す
べ
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
、

年
間
約
８
１
４
万
円
の
電
気
代
を
節
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
球
の
耐
用
年
数
は
約
10
年
と

長
く
、
修
繕
工
事
費
も
含
め
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。
市
で
は
、
今
後
４
年
間
か
け
て
、
順
次
整

備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
整
備
費
に
は
「
阿
南
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
整

備
に
係
る
日
亜
化
学
工
業
基
金
」
を
充
て
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
可
燃
ご
み
袋
の
透
明
化
が

本
格
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
収
集
が
行
え
て

い
ま
す
。

　
ご
み
袋
の
透
明
化
は
、
ご
み
の
分
別
推
進

と
収
集
作
業
の
安
全
確
保
を
目
的
に
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
３
Ｒ

の
推
進
や
ご
み
の
分
別
に
よ
る
減
量
化
・
資

源
化
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
見
ら
れ
た
く
な
い
物
が
あ
る
場
合
は
、
新

聞
紙
や
レ
ジ
袋
等
で
小
さ
く
包
ん
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
３
月
29
日
、
四
国
最
東
端
の
岬
・
蒲
生
田
岬
の
駐
車
場

の
一
角
に
公
衆
ト
イ
レ
が
完
成
し
、
４
月
１
日
か
ら
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約
８
０
０
万

円
で
す
。

　
新
設
さ
れ
た
公
衆
ト
イ
レ
は
木
造
平
屋
建
て
で
、
構
造

材
や
仕
上
げ
材
に
県
産
の
杉
材
が
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
瓦

葺
屋
根
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
甲
羅
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　「
長
年
の
夢
が
か
な
っ
た
」
と
喜
ぶ
の
は
蒲
生
田
地
区
常

会
長
の
岡
本
憲
治
さ
ん
（
65
歳
）。「
大
自
然
が
広
が
る
蒲

生
田
の
景
観
に
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
上

陸
す
る
蒲
生
田
海
岸
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
。
蒲
生
田
岬

モ
ニュ
メ
ン
ト
『
波
の
詩
』
と
相
ま
っ
て
話
題
を
呼
び
、
多

く
の
観
光
客
が
蒲
生
田
に
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
と
併
せ
て
通
用
路
の
拡
幅
工
事
も

行
わ
れ
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
と
く
し

ま
88
景
に
も
選
ば
れ
て
い
る
蒲
生
田
岬
。
話
題
性
を
兼
ね

備
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ト
イ
レ
が
、
大
自
然
の
営
み
を
満
喫
す

る
旅
の
魅
力
を
い
っ
そ
う
高
め
て
く
れ
そ
う
で
す
。

取り付けたＬＥＤ防犯灯の全長は約 75㎝と
従来の蛍光灯の半分の大きさです。

蒲生田岬に公衆トイレが完成
旅の魅力を高める一助に

可
燃
ご
み
袋
の
透
明
化

４
月
か
ら
本
格
実
施

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
整
備
始
ま
る

ニュースオアシス
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平
成
23
年
２
月
25
日
に
交
わ
し
た
阿
南
市
と
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
株
式
会
社
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
」

に
基
づ
く
協
力
金
の
贈
呈
式
が
３
月
21
日
、
市
長
公
室
で

行
わ
れ
、
丸
山
中
四
国
本
部
長
か
ら
岩
浅
市
長
に
平
成
23

年
分
の
協
力
金
24
万
９
４
１
８
円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
力
金
は
、
阿
南
市
内
に
お
け
る
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

商
品
の
出
荷
量
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
、
協
定
に

基
づ
く
協
力
金
の
寄
贈
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
贈
呈
式
で
、
丸
山
中
四
国
本
部
長
は
、「
阿
南
市
は
市

民
一
人
一
人
の
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
っ
て
い
る
ま
ち
。
今
後

も
阿
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
岩
浅
市
長
は
、「
活
力
と
夢
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
84
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
北
信
越
地
区
代
表

と
し
て
出
場
す
る
地
球
環
境
高
校
（
長
野
県
）
の
野
球
部

28
人
（
監
督
等
含
む
）
が
、
３
月
11
日
か
ら
７
日
間
、
ア

グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。
甲
子
園

出
場
校
が
阿
南
市
で
合
宿
す
る
の
は
、
昨
年
の
佐
渡
高
校

（
新
潟
県
）
に
続
い
て
２
回
目
で
す
。

　
桑
野
地
域
や
達
粋
連
の
熱
烈
な
出
迎
え
に
感
激
し
た
選

手
た
ち
は
、「
阿
南
で
の
練
習
の
成
果
を
甲
子
園
で
発
揮
し

た
い
で
す
。」
と
、
さ
っ
そ
く
練
習
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
昼
食
で
は
、
桑
野
・
山
口
婦
人
会
が
豚
汁
な
ど
を
振
る

舞
っ
て
激
励
。
力
を
つ
け
た
選
手
た
ち
は
、
富
岡
西
高
校

や
阿
南
工
業
高
校
と
の
練
習
試
合
を
こ
な
し
、
甲
子
園
に

向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
で
は
、惜
し
く
も
１
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
夏
の
大
会
で
１
勝
し
た
い
」
と
、
再
び
夢
舞
台
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　
阿
南
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
一
次
避
難
場
所
を

有
す
る
都
市
公
園
と
し
て
平
成
21
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
た
橘
地
区
防
災
公
園
が
、
３
月
28
日
に
完
成
し
ま
し

た
。
総
事
業
費
は
約
５
億
４
５
０
０
万
円
で
す
。

　
公
園
は
低
段
と
高
段
に
分
か
れ
、
低
段
（
標
高
10
㍍
）

に
は
駐
車
場
や
備
蓄
倉
庫
、
ト
イ
レ
施
設
が
、
高
段
（
標

高
15
㍍
）
に
は
東
屋
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

時
に
炊
き
出
し
用
の
か
ま
ど
と
し
て
使
用
で
き
る
ベ
ン
チ
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
内
は
芝
生
が
植
え
ら
れ
、
普
段

は
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
橘
地
区
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
同
公
園
を
活
用
し
た
避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

橘町西浦に完成した橘地区防災公園。総面積は約10,800㎡
（内、避難場所は約 3,200㎡）で、約 1,600 人の収容が可能。
進入路は９カ所設けられています。

目録を手渡す丸山中四国本部長（左）と岩浅市長。
（３月21日、市長公室にて）

アグリあなんスタジアムで練習に打ち込む選手たち。

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様
か
ら

ま
ち
づ
く
り
協
力
金
が
寄
贈

春の甲子園出場校「地球環境高校」が
阿南で合宿

橘
地
区
防
災
公
園
が
完
成
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日
本
の
陸
上
自
衛
隊
は
、
北
か
ら
北

部
、
東
北
、
東
部
、
中
部
、
西
部
方
面
隊

の
５
つ
の
大
き
な
部
隊
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。
善
通
寺
駐
屯
地（
香
川
県
）に
司
令

部
を
置
く
第
14
旅
団
は
中
部
方
面
隊
に
属

し
、
四
国
の
防
衛
警
備
、
災
害
派
遣
な
ど

を
担
当
。
第
14
施
設
隊
は
そ
の
一
部
隊
で

す
。

　
平
成
７
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た「
平
成

８
年
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
大
綱
」に
基

づ
き
、
昭
和
56
年
か
ら
約
25
年
に
わ
た
り

四
国
４
県
の
防
衛
警
備
等
を
担
当
し
て
い

た「
第
２
混
成
団
」が
廃
止
さ
れ
、「
第
14

旅
団
」と
し
て
新
編
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
増
設
さ
れ
た
第
50
普
通
科
連
隊

が
、
平
成
22
年
３
月
に
新
設
さ
れ
た
高
知

駐
屯
地（
香
南
市
）に
移
駐
し
、
高
知
駐
屯

地
に
駐
屯
し
て
い
た
第
14
旅
団
施
設
中
隊

が
、
平
成
24
年
３
月
に
施
設
隊
に
格
上
げ

さ
れ
、
徳
島
駐
屯
地（
那
賀
川
町
）に
移
駐

し
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
開
設

は
、
徳
島
県
内
で
は
初
め
て
で
す
。

◆
第
14
施
設
隊

　
第
14
施
設
隊
は
四
国
で
唯
一
の
施
設
部

隊
で
、
徳
島
駐
屯
地
の
主
力
部
隊
で
す
。

障
害
の
構
成
・
処
理
、
陣
地
構
築
に
要
す

る
各
種
重
機
を
保
有
し
、
そ
れ
ら
の
器
材

を
使
用
し
た
旅
団
全
般
の
支
援
を
任
務
と

す
る
ほ
か
、
災
害
派
遣
や
民
生
協
力
活
動

で
も
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
徳
島
駐
屯
地
に
は
、
施
設
隊
の
ほ
か
に

車
両
や
重
機
の
改
修
・
整
備
な
ど
で
施
設

隊
を
支
援
す
る
施
設
整
備
小
隊
や
、
駐
屯

地
の
維
持
・
管
理
を
任
務
と
す
る
業
務
隊
、

駐
屯
地
所
在
隊
員
の
給
与
業
務
や
調
達
業

務
を
担
う
第
４
４
０
会
計
隊
、
駐
屯
地
内

の
通
信
電
信
業
務
や
シ
ス
テ
ム
の
維
持
業

務
を
受
け
持
つ
第
３
２
３
基
地
通
信
中
隊

徳
島
派
遣
隊
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

駐
屯
地
開
設
は
県
内
初

　

誘
致
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
十
数
年
―
。
待
望
の
陸
上
自
衛
隊

徳
島
駐
屯
地
が
那
賀
川
町
小
延
に
完
成
し
、
３
月
26
日
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
編
成
さ
れ
た
部
隊
は
、
第
14
施
設
隊
を
主
力
と
す
る

約
２
０
０
人
。
災
害
復
旧
を
任
務
の
一
つ
と
す
る
陸
上
自
衛
隊
の

誕
生
に
、
市
民
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
が 

我
が
ま
ち
に◆

施
設
隊
を
支
え
る
部
隊

特  集

14広報 あなん 2012.05



　　
徳
島
駐
屯
地
は
阿
南
市
の
北
部
に
位
置

し
、
国
道
55
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
ほ
ど
近
い

田
園
地
帯
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
約
11
万

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
内
に
は
、
庁
舎
棟

や
隊
舎
棟
、
警
備
所
棟
、
倉
庫
棟
の
ほ
か
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
施
設
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
駐
屯
地
の
中
央
に
あ
る
４
階
建
て
の
庁

舎
棟
で
は
、
各
種
部
隊
が
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
建
物
上
部
の「
え
ん
じ
色
」は
、

施
設
隊
の
職
種
カ
ラ
ー
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
庁
舎
棟
の
西
側
に
は
単
身
ま
た
は
独
身

の
隊
員
が
生
活
す
る
隊
舎
棟
が
あ
り
、
約

１
０
０
人
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
１
階
の

共
有
部
分
に
は
、
食
堂
や
売
店
の
ほ
か
、

理
髪
店
や
喫
茶
店
も
あ
り
、
売
店
で
は
自

衛
隊
グ
ッ
ズ
や
お
土
産
品
も
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
建
物
の
北
側
に
は
資
機
材
を
格
納
し
た

倉
庫
棟
や
車
両
な
ど
を
整
備
す
る
整
備
工

場
棟
が
あ
る
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
の
標
準

色
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
色（
オ
リ
ー
ブ
ド
ラ
ブ
）で

統
一
さ
れ
た
大
型
重
機
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
ま
す
。
数
種
類
の
車
両
を
連
結
さ
せ

て
橋
脚
な
し
で
架
け
る
こ
と
が
で
き
る
渡

河
器
材
は
最
新
式
で
、
配
備
さ
れ
て
い
る

の
は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け
だ
と
か
。
通
常

時
は
、
こ
う
し
た
重
機
の
操
作
訓
練
や
災

害
を
想
定
し
た
動
作
訓
練
が
、
駐
屯
地
内

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
駐
屯
地
施
設
の
概
要
　

　3月26日をもちまして阿南市那賀川町に
新たに開設しました徳島駐屯地の司令とし
て阿南市の皆様にご挨拶を申し上げます。
　駐屯地開設に当たりましては、多くの阿南市民の皆様の
ご協力、ご声援をいただき駐屯地隊員一同、大変感謝し
ています。
　我々、徳島駐屯地所在部隊は、現在の国際情勢のなか、
我が国の平和と独立を守り、国の安全を保つ重責を担う
部隊として、いかなる任務に対しても即応できるよう精強
な部隊を練成するとともに、物心両面にわたる準備を整え
てまいります。
　また、最近では、南海トラフ巨大地震がいつ発生しても
おかしくないといわれているなか、災害に対する即応態勢
を確立するとともに、阿南市をはじめとする徳島県自治体
との連携を図り、災害発生時には部隊一丸となって対応
するよう考えています。
　最後に、地元での各種行事などを通じて阿南市の皆様
と交流を図り、一日でも早く地域の一員となり、地域の皆
様に愛される駐屯地をめざしてまいる所存ですので、今後
ともよろしくお願いします。

徳島駐屯地司令
津田 充寿さん（鳴門市出身・40歳）

移駐あいさつ

祝辞を述べる岩浅市長
完成した庁舎棟（右）と隊舎棟。
阿南宿舎および用地取得費等を含む総事業費は約70億円。
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誘
致
・
立
地
推
進
の
あ
ゆ
み

　　
平
成
７
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た
「
平
成

８
年
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
大
綱
」
で
、

陸
上
自
衛
隊
が
18
万
人
体
制
か
ら
16
万
人

体
制
へ
と
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
た
な
か
、

四
国
の
部
隊
は
増
強
や
新
編
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
当
時
、
徳
島
県
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
駐

屯
地
は
な
く
、
台
風
や
南
海
地
震
に
よ
る

大
規
模
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
防
災
上
の
観
点
か
ら
も
駐
屯
地
誘
致

の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
に
い
ち
早
く
乗
っ
た
の
が
旧

那
賀
川
町
で
し
た
。
平
成
11
年
９
月
、
旧

那
賀
川
町
議
会
で
「
陸
上
自
衛
隊
誘
致
促

進
」
が
決
議
さ
れ
、
平
成
12
年
２
月
徳
島

県
議
会
で
も
誘
致
決
議
が
な
さ
れ
た
こ
と

地
域
に
と
っ
て
身
近
な
自
衛
隊

　　
自
衛
隊
活
動
の
一
つ
に
、
公
共
性
の
あ

る
行
事
に
参
加
し
て
地
域
住
民
と
の
交
流

を
促
進
す
る
民
生
協
力
活
動
が
あ
り
ま

す
。「
そ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」と

期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
、
小
延
協
議
会

会
長
の
浅
川
　
造
さ
ん（
65
歳
）で
す
。
長

年
、
地
元
住
民
の
代
表
と
し
て
誘
致
活
動

に
ご
尽
力
さ
れ
た
浅
川
さ
ん
に
、
自
衛
隊

に
寄
せ
る
思
い
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

今
思
う
こ
と

　「
那
賀
川
町
に
駐
屯
地
配
備
が
決
ま
る

ま
で
は
本
当
に
長
く
感
じ
ま
し
た
が
、
い

ざ
工
事
が
始
ま
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う

間
の
３
年
間
で
し
た
。
無
事
工
事
も
終
わ

り
、
今
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
駐
屯
地

誘
致
は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
な
く

し
て
実
現
で
き
な
か
っ
た
だ
け
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

地
域
の
新
た
な
活
力

　「
駐
屯
地
開
設
で
約
４
５
０
人（
隊
員
の

家
族
を
含
む
）も
の
人
々
が
阿
南
市
に
移

を
受
け
、
本
格
的
に
誘
致
に
向
け
た
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
旧
那
賀
川
町
役
場
内
に
は
「
自
衛
隊
誘

致
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
る

一
方
で
、
住
民
と
の
懇
談
会
や
視
察
研
修

の
開
催
、
国
へ
の
要
望
活
動
も
精
力
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
方
々

の
理
解
と
協
力
、
誘
致
へ
の
熱
い
思
い
が

結
実
し
、
平
成
15
年
12
月
に
旧
那
賀
川
町

へ
の
施
設
隊
配
備
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
３
月
以
降
、
自
衛
隊
誘
致
事

業
は
新
市
に
引
き
継
が
れ
、
建
設
に
向
け

た
説
明
会
や
用
地
取
得
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
駐
屯
地
建
設
工
事
は
平
成
21
年
５
月

か
ら
始
め
ら
れ
、平
成
24
年
３
月
に
完
成
。

３
月
26
日
に
は
施
設
隊
お
よ
び
業
務
隊
の

編
成
完
結
式
が
行
わ
れ
、
徳
島
駐
屯
地
が

開
設
し
ま
し
た
。

り
住
ん
で
き
ま
し
た
。
地
元
商
店
街
で
は

飲
食
物
な
ど
を
中
心
に
消
費
が
増
え
て
い

る
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
増
加
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
駐
屯
地
開
設
は
、
地
域
経
済
の

新
た
な
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」

身
近
な
自
衛
隊

　「
隊
員
の
皆
さ
ん
も
活
動
服（
制
服
）を

脱
げ
ば
地
域
に
暮
ら
す
住
民
と
同
じ
で

す
。
地
元
の
行
事
や
祭
り
な
ど
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深

め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
衛
隊
施
設
を
開
放
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、

地
域
に
密
着
し
た
身
近
な
自
衛
隊
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

陸上自衛隊徳島駐屯地および宿舎の
誘致・立地推進のあゆみ
《徳島駐屯地》
H  7.11	「平成８年度以降に係る防衛計画大綱」策定
H11.  9	 旧那賀川町議会「陸上自衛隊誘致促進」決議
H12.  3	 徳島県議会「陸上自衛隊誘致」決議
H12.  8	「那賀川町自衛隊誘致の会」発足
H15.12	「施設隊」旧那賀川町に配備決定
H17.12	 陸上自衛隊駐屯地「小延地区」に決定
H18.  3	 阿南市・那賀川町・羽ノ浦町合併
H21.  5	 駐屯地造成土木工事着工の安全祈願祭
H24.  3	 徳島駐屯地開設（3 月 26 日）

《阿南宿舎》
H19.  8	 防衛省「黒地宿舎」予定候補地で予算要求
H22.11	 造成工事・建築工事着工
H24.  3	 落成

歓迎行事で隊員とふれ合う子どもたち。（３月27日）▶

小延協議会
会長 浅川　造さん
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隊
員
の
強
固
な
使
命
感
を

支
え
た
一
枚
の
手
紙

　
陸
上
自
衛
隊
と
い
え
ば
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
で
の
活
躍
で
す
。
発
災
直

後
か
ら
被
災
地
入
り
し
、
３
日
目
に
は

３
万
６
千
人
が
、
一
週
間
後
に
は
総
隊
員

数
の
半
数
に
あ
た
る
７
万
人
を
動
員
し
て

幅
広
い
支
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
混

乱
を
極
め
た
被
災
地
現
場
で
、
隊
を
整
え

黙
々
と
任
務
を
遂
行
し
た
陸
上
自
衛
隊
の

底
力
は
感
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
四
国
か
ら
は
第
14
旅
団
の
主
力
部
隊
約

１
５
０
０
人
が
派
遣
さ
れ
、
３
月
18
日
か

ら
約
70
日
間
に
わ
た
り
宮
城
県
女
川
町
や

石
巻
市
北
東
部
で
復
旧
・
救
援
活
動
に
従

事
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
を
担
当
す
る
渉
外

広
報
幹
部
の
伊
丹
秀
喜
さ
ん（
48
歳
・
善

通
寺
市
）は
、「〝
す
べ
て
の
活
動
は
被
災

者
の
た
め
に
！
〟を
旅
団
の
活
動
方
針
に

掲
げ
、
常
に
被
災
者
の
方
々
の
目
線
で
行

動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。」と
、
強

い
使
命
感
を
持
っ
て
任
務
に
当
た
っ
た
隊

員
の
よ
う
す
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　「
被
災
地
の
現
場
で
は
被
災
者
と
ふ
れ

合
う
機
会
も
多
く
、
被
災
者
か
ら
の
ね
ぎ

ら
い
や
感
謝
の
言
葉
は
、
隊
員
の
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。」と
伊
丹
さ
ん
。
全
隊

員
の
気
持
ち
を
鼓
舞
さ
せ
た「
う
み
ち
ゃ

ん
の
手
紙
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
４
月
10
日
、
石
巻
市
の
追お

っ
ぱ
が
わ
波
川
河
川
運

動
公
園
で
の
で
き
ご
と
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿

の
女
児
が
、
宿
営
地
内
を
歩
い
て
い
た
第

14
戦
車
中
隊（
岡
山
）の
隊
員
を
呼
び
止
め

「
こ
れ
読
ん
で
く
だ
さ
い
…
」と
手
紙
を
手

渡
し
ま
し
た
。
か
わ
い
ら
し
い
動
物
の
絵

が
描
か
れ
た
一
枚
の
手
紙
に
は
、
覚
え
た

て
の
た
ど
た
ど
し
い
文
字
で
、「
つ
な
み

の
せ
い
で
、
大
川
小
学
校
の
わ
た
し
の
お

と
も
だ
ち
が
み
ん
な
し
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。で
も
、じ
え
い
た
い
さ
ん
が
、が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
も
が
ん
ば

り
ま
す
。」と
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
日

本
を
た
す
け
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
も
お
う

え
ん
し
て
い
ま
す
。
じ
え
い
た
い
さ
ん
あ

り
が
と
う
。」と
も
。
そ
の
子
は
、
名
前
も

告
げ
ず
に
走
り
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
津
波
で
児
童
の
７
割
が
死
亡
・
行
方
不

明
と
な
っ
た
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
の
児

童
と
み
ら
れ
る
女
児
か
ら
受
け
取
っ
た
捜

索
活
動
に
感
謝
す
る
手
紙
は
、
多
く
の
自

衛
隊
員
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

心
強
い
存
在

　
今
年
１
月
に
内
閣
府
が
行
っ
た
世
論
調

査
で
、「
自
衛
隊
に
対
す
る
良
い
印
象
を

持
っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
は
91
・
７
％

と
、
昭
和
44
年
の
調
査
開
始
以
来
、
最
高

と
な
り
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
の
自

衛
隊
の
活
動
に
あ
っ
て
は
、実
に
99
・
７
％

が「
評
価
す
る
」と
答
え
て
い
ま
す
。
震
災

対
応
が
自
衛
隊
へ
の
信
頼
を
確
固
た
る
も

の
と
し
ま
し
た
。

　
自
衛
官
が
奉
職
す
る
際
の
宣
誓
文
に
は

次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　「
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身

を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
っ
て

国
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」

　
自
衛
隊
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
、

今
回
の
震
災
で
示
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
一
年
。
災
害
復
旧
を
任
務
の

一
つ
と
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
は
、
大

規
模
災
害
に
備
え
る
本
市
に
と
っ
て
心
強

い
存
在
と
い
え
ま
す
。

女児が陸上自衛隊第14旅団の隊員に手渡した手紙。
（同旅団提供）
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 ■文化施設 「阿波公方・民俗資料館」 のご紹介
　郷土が輩出した征夷大将軍、阿波公方（足利家）
に関するさまざまな資料を展示している「阿波公方・
民俗資料館」をご紹介します。
展示室および主な展示品
常設展示室

第10代征夷大将軍：足利義稙、初代阿波公方：
足利義冬、第14代征夷大将軍：足利義栄の木像、
後醍醐天皇から足利尊氏が拝領した「菊の御紋」
が飾られた平島公方館の大瓦、第９代阿波公方・
足利義根編纂の棲龍閣詩集（阿南市指定文化財）

民俗資料展示室
　明治から昭和にかけて使われた民具（農漁具）など
開館時間　9：00 ～ 16：30
所　在　那賀川町古津 339 番地１
入館料　一般200円、中学生以下無料
　　　　（団体割引等あり）
休館日　毎週月曜日・祝日・年末年始
問い合わせは　同資料館（☎ 42‒2966）へ

 ■中国・四国の作曲家 2012 in 徳島
　 ～創造と交流の祭典～

　すべての曲が今回のコンサートのために作られました。
世界初演の曲をお楽しみください。
日　時　5月12日㈯　12：00 開演
場　所　夢ホール（文化会館）
入場料　一般 2,000 円、学生 1,000 円（全席自由）
第１部　子どものためのピアノ作品プログラム「ＡＷ
　　　　Ａっこが弾く生まれたてほやほやの曲」。徳島
　　　　の子どもたちが徳島をイメージしたピアノ作品
　　　　を演奏します。
第 2 部　室内楽作品プログラム

中国・四国の音楽家による室内楽
ゲスト：鈴木俊哉（リコーダー）

チケット販売所　文化会館、黒崎楽器阿南店ほか
問い合わせは　文化会館（☎ 21‒0808）へ

 ■第51回阿南市美術展
　市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作を、ぜ
ひご覧ください。
日　時　５月４日㈮～６日㈰　9：00 ～ 17：00
　　　　※６日㈰は 16：00 まで
場　所　文化会館　視聴覚室・研修室
入場料　無料
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎ 21‒0808）へ

 ■「ジュニアコンサート」出演者募集　
　音楽が大好きな子どもたちの演奏会です。皆さん
の出演をお待ちしています。
日　時　６月24日㈰　13：00 開演（予定）
場　所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち
　　　　（未就学児童を含む）
演奏方法	 電子楽器、音声拡声器を使用しない洋楽
	 器による生演奏
演奏形態	 独奏およびアンサンブル
申込方法	 出演申込書（情報文化センター備え付け）	
	 を郵送または持参にて提出してください。
参加費　無料
申込締切日　５月20日㈰必着
問い合わせは　情報文化センター（☎ 44‒5000）へ

あなんカルチャー

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

「
子
ど
も
科
学
フェ
ス
ティ
バ
ル
」

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
子
ど
も

向
け
の
科
学
実
験
や
工
作
が
で
き
る
ブ
ー

ス
を
多
数
出
展
し
ま
す
。
金
環
日
食
の
説

明
会
や
観
察
用
メ
ガ
ネ
工
作
、
土
星
観
望

会
も
実
施
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
予
約
不
要

で
参
加
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間　

５
月
３
日
㈭
～
６
日
㈰

日
替
実
験
工
作
ブ
ー
ス　

期
間
中
の
毎
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

お
も
し
ろ
実
験　

期
間
中
の
毎
日　

午
前

11
時
～
、
午
後
２
時
20
分
～

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
　
期
間
中
の

毎
日　

午
後
１
時
30
分
～
、
３
時
～

土
星
観
望
会　

３
日
㈭
～
５
日
㈯　

午
後

７
時
～
９
時
（
悪
天
候
中
止
）

金
環
日
食
の
説
明
会
と
メ
ガ
ネ
工
作

６
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～
、
午
後
２
時
～ メールアドレス　science@ananscience.jp
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阿
南
市
の
文
化

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

　
那
賀
郡
内
の
庄
（
荘
）
園

　

庄
園
成
立
時
、
阿
波
国
内
に
七
十
二
カ

所
の
庄
園
が
あ
っ
た
。
那
賀
郡
内
で
は
、

　

皇
室
領　

長
講
堂
領
に
那
賀
山
庄
。
後

二
条
院
領
に
福
井
庄
。

　

貴
族
領　

藤
原
頼
長
領
に
高
原
庄
。

　

み
く
り
や
、
神
社
領　

伊
勢
神
宮
領
に

桑
乃
御み
く

厨り
や

。

　

寺
院
領　

宝ほ
う

荘そ
う

厳ご
ん

院い
ん

領
に
大
野
本
庄
。

仁
和
寺
領
に
牛う
し

牧ま
き

庄
。
補ほ

陀だ

寺じ

領
に
桑
野

保
。

　

武
家
領　

平
島
庄
。
阿
良
多
野
庄
。

　

し
か
し
、
庄
園
は
時
代
に
よ
っ
て
統
合

さ
れ
た
り
新
し
く
立
券
ま
た
は
消
滅
し
て

い
る
。

　

と
く
に
南
北
朝
時
代
、
室
町
時
代
に

守
護
の
庄
園
侵
略

は
激
し
く
な
っ

た
。
大
野
本
庄
は

宝
荘
厳
院
領
で
あ

る
が
、
建
武
以
来

守
護
細
川
頼
春
に

押
領
せ
ら
れ
た
。

雑
掌
光
信
は
貞
和

二
（
一
三
四
六
）

年
、
朝
廷
に
訴
え

寺
へ
返
す
よ
う
乞

う
た
。
朝
廷
か
ら

足
利
直
義
に
伝
達

さ
れ
た
が
、守
護
に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
応
安
元
（
一
三
六
八
）
年
、
雑

掌
祥
能
が
将
軍
家
へ
訴
え
出
た
が
返
さ
れ

な
か
っ
た
。

　

一
方
、
元
応
二
（
一
三
二
〇
）
年
、
す

で
に
長
講
堂
領
で
あ
っ
た
那
賀
山
庄
は
、

暦
応
二
（
一
三
四
〇
）
年
に
足
利
尊
氏
に

よ
っ
て
天
龍
寺
造
営
料
と
し
て
寄
進
さ
れ

て
い
る
。

長
講
堂

　

京
都
市
下
京
区
に
あ
る
浄
土
宗
西
山
派

の
寺
院
。
後
白
河
上
皇
の
御
所
六
条
殿
内

の
持
仏
堂
に
始
ま
る
。

　

法
華
経
を
長
日
不
断
に
講
読
す
る
こ
と

か
ら
法
華
長
講
弥み

陀だ

三さ
ん

昧ま
い

堂ど
う

が
正
式
名
称

で
、
略
し
て
長
講
堂
と
い
う
。

　

創
建
は
元
暦
元
（
一
一
八
四
）
年
頃
と

い
わ
れ
る
。
後
白
河
上
皇
の
死
に
際
し
、

長
講
堂
と
そ
の
所
領
を
子
の
宣
陽
門
院
覲き
ん

子し

内
親
王
に
譲
っ
た
。
の
ち
持
明
院
統
に

伝
え
ら
れ
た
。

長
講
堂
領

　

長
講
堂
領
は
後
白
河
上

皇
が
六
条
西
洞
院
の
仙
洞

御
所
内
に
営
ん
だ
持
仏
堂

の
ぼ
う
大
な
皇
室
庄
園
群

で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
に
は
持

明
院
統
に
伝
わ
り
、
皇
室
の

強
大
な
経
済
基
盤
と
な
っ

た
。
建
久
三
（
一
一
九
三
）

年
、
上
皇
か
ら
皇
女
宣
陽

門
院
に
伝
え
ら
れ
た
が
、

承
久
の
乱
後
一
時
鎌
倉
幕

府
に
没
収
さ
れ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
返
却
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
宣
陽
門
院
の
養
女
（
近
衛
家

実
の
女
）
で
後
堀
河
天
皇
の
中
宮
と
な
っ

た
鷹
司
院
を
経
て
後
深
草
天
皇
に
受
け
継

が
れ
た
。
室
町
時
代
で
も
皇
室
の
重
要
な

財
源
と
な
っ
た
。

仁
和
寺

　

京
都
市
右
京
区
に
あ
る
真
言
宗
御
室
派

の
総
本
山
。
昌
泰
二
（
八
九
九
）
年
、
宇

多
上
皇
が
出
家
し
、
こ
の
寺
に
御
室
を
設

け
て
移
り
住
ん
だ
。

　

広
大
な
寺
領
と
子
院
を
持
ち
大
い
に
繁

栄
し
た
。
牛
牧
庄
は
仁
和
寺
領
の
一
つ

だ
っ
た
。

持
明
院
統

　

鎌
倉
―
南
北
朝
期
に
分
裂
し
た
皇
統
の

う
ち
、
後
深
草
天
皇
の
皇
統
。
文
永
九

（
一
二
七
二
）
年
、
亀
山
天
皇
の
大
覚
寺

統
と
分
裂
、
持
明
院
統
を
北
朝
、
吉
野
に

拠
る
南
朝
を
大
覚
寺
統
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
終
わ
り
）

〈
其
の
72
〉

大野本庄があった中大野町。

金
環
日
食
観
望
会
（
参
加
無
料
）

　

徳
島
県
で
は
２
８
２
年
ぶ
り
、
日
本
国

内
で
は
25
年
ぶ
り
に
見
ら
れ
る
金
環
日
食

の
観
望
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
小
型
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
日
食

を
観
察
し
ま
す
。
ま
た
、
日
食
が
安
全
に

観
察
で
き
る
メ
ガ
ネ
を
先
着
１
０
０
人
に

貸
し
出
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
参
加
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
日
時　

５
月
21
日
㈪　

午
前
６
時
～

９
時

※
阿
南
市
で
は
、
午
前
７
時
26
分
頃
～
30

分
頃
の
約
４
分
間
、
金
環
に
な
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
今
夜
の
星
空
と
金
環
日
食
」

投
映
日
時　
５
月
20
日
㈰
ま
で
の
毎
週
土
・

日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
、３
時
～

大
型
望
遠
鏡
に
よ
る

天
体
観
望
会
を
再
開

　

天
体
ド
ー
ム
の
故
障
の
た
め
、
長
期
間

休
止
し
て
い
た
大
型
望
遠
鏡
に
よ
る
天
体

観
望
会
を
、
４
月
28
日
㈯
の
夜
間
か
ら
再

開
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
科
学
セ
ン

タ
ー
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日
　

１
日
㈫
、７
日
㈪
、14
日
㈪
、21
日
㈪
、

28
日
㈪
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　大
人
に
な
る
こ
と

　

年
に
数
回
、
私
の
も
と
に
海
外

か
ら
手
紙
が
届
く
。
送
り
主
は
、

私
が
中
学
３
年
の
夏
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
出
会
っ
た
あ
る
家
族
。

彼
ら
は
、
片
言
の
英
語
し
か
話
せ

な
か
っ
た
私

に
、
仕
草
や

表
情
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

の
大
自
然
の

す
ば
ら
し
さ

を
教
え
て
く

れ
た
。空
も
、

海
も
、山
も
、

吸
い
込
ま
れ

る
く
ら
い
雄
大
だ
っ
た
。
言
葉
を

交
わ
さ
な
く
て
も
そ
の
感
動
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
、
あ
の
感
動
を

求
め
て
再
び
彼
ら
を
訪
ね
た
。
そ

こ
に
は
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
温

か
い
も
て
な
し
と
雄
大
な
景
色
が

あ
っ
た
。
た
だ
、
以
前
ほ
ど
の
喜

び
や
感
動
が
こ
み
上
げ
て
こ
な

か
っ
た
。
何
が
違
う
の
だ
ろ
う
か

と
、
ふ
に
落
ち
な
い
ま
ま
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
後
に
す
る
日
が
近
づ

い
た
。帰
り
際
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー

が
私
に
こ
う
言
っ
た
。「
さ
や
は

大
人
に
な
っ
た
」
と
。
そ
の
言
葉

を
聞
い
た
瞬
間
、
変
わ
っ
た
の
は

自
分
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

大
人
に
な
る
に
つ
れ
、
英
語
を
流

ち
ょ
う
に
話
せ
な
い
劣
等
感
や
羞

恥
心
が
芽
生

え
、
喜
び
や

感
動
を
素
直

に
表
現
で
き

な
く
な
っ
て

い
た
の
だ
。

　

大
人
に
な

る
こ
と
で
視

野
が
広
が
り

得
る
も
の
も

多
い
。
そ
の
一
方
で
、
失
っ
て
い

く
こ
と
も
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
。
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
あ
の
頃
の
無
垢
な
自

分
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た

ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
家
族
に

手
紙
を
書
こ
う
と
思
う
。「
会
い

に
行
く
よ
」
と
…
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
三
枝
大
将

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

短
　
歌	

阿
南
市
文
化
祭 

短
歌
大
会
作
品

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

五
体
ま
だ
動
け
る
嬉
し
き
独
り
居
の
夕
餉
に
ひ
と

品
庭
の
ふ
き
苅
る　

　
　
　
　
　
　

吉
谷　

富
穂

子
が
従
き
て
神
妙
に
夫
は
歩
行
器
で
部
屋
内
ゆ
っ

く
り
夜
の
リ
ハ
ビ
リ　　

　
　
　
　
　

近
藤
美
智
子

実
の
り
田
の
案
山
子
は
オ
シ
ャ
レ
な
カ
ウ
ボ
ー
イ

飛
び
交
う
雀
に
何
語
り
し
や

　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

幸
子

大
空
に
Ｖ
サ
イ
ン
掲
げ
動
か
ざ
る
起
重
機
の
前
赤

と
ん
ぼ
舞
う

　
　
　
　
　
　

小
畑　

定
弘

定
年
に
な
ら
ば
読
ま
ん
と
積
み
置
き
し
西
日
の
中

の
戒
老
の
書

　
　
　
　
　
　
　

青
木
新
太
郎

台
風
の
去
る
を
待
ち
か
ね
盆
提
灯
今
宵
と
も
す
も

妻
に
詫
び
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

芳
子

庭
の
萩
散
る
秋
風
が
身
に
し
み
て
月
の
ひ
か
り
に

き
ら
り
と
触
れ
し

　
　
　
　
　
　

俳
　
句　
　

	

阿
南
市
俳
句
連
合
会 

選

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
谷　

由
美

池
の
端
に
動
く
も
の
あ
り
水
温
む

　
　
　

近
藤　

ま
い

薄
氷
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
し
蝌
蚪
の
紐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

久
女

た
ぐ
り
引
く
鳴
門
若
布
の
艶
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

隆
子

雛
祭
恋
が
め
ば
え
る
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

浩
一

独
り
身
の
娘
の
幸
祈
り
雛
飾
る

　

瀬
藤　

豊
子

紅
梅
や
能あ

た

う
か
ぎ
り
の
花
を
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　
　

侃

椀
の
ふ
た
取
れ
ば
木
の
芽
の
香
り
し
て

　

庄
野　

年
美

真
っ
新
な
床
に
荷
を
解
く
弥
生
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　
　

実

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
春
の
か
す
み
や
天
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
恵
美
子

纏
い
付
く
子
犬
こ
ろ
こ
ろ
春
の
雨

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

取
る
も
の
は
年
よ
り
他
に
見
当
た
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

抽
選
日
ま
で
良
い
夢
見
て
た
ジ
ャ
ン
ボ
く
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

あ
で
や
か
な
女
よ
く
見
り
ゃ
喉
ぼ
と
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

ブ
ラ
ン
ド
は
持
っ
て
な
い
け
ど
満
ち
足
り
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

嫁
探
し
乗
り
気
に
な
っ
て
い
る
釣
書

羽ノ浦町　

篠原 早耶さん

452

20広報 あなん 2012.05



５月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00 ～ 18:00
土日は17:00まで

休 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

休 休 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆阿波公方の苑美化作業）

阿南図書館　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2 第 4 木曜日）　10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　５月12日㈯　8：30 ～ 10：00
　※雨天の場合は20日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

 ☎ 23-2020
FAX 23-6814

 ☎ 42-3111
FAX 42-3299

 ☎ 44-2100
FAX 44-2099

   巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
１日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30～14：00

老人ホーム福寿荘前 14：20～14：50
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00～15：30

２日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45～14：20
新 野 駅 前 14：30～15：00

８日 ㈫ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50～13：20
加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40～14：20
大 野 公 民 館 前 14：30～15：00

11日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：00～14：40
山 口 分 館 前 14：50～15：20

15日 ㈫ 福 井 中 学 校 前 12：50～13：30

巡回日 駐　車　場　所 時　　　間
15日 ㈫ 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45～14：10

橘 団 地 前 14：30～15：00
16日 ㈬ 上 中 分 館 前 14：15～14：45
17日 ㈭ 大 潟 分 館 前 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 前 14：40～15：10
18日 ㈮ 椿 公 民 館 前 13：45～14：15

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00
22日 ㈫ 長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

宝 田 公 民 館 前 14：10～14：40
23日 ㈬ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50～14：30

阿 南 県 営 住 宅 前 14：40～15：10

図書館の雑誌を活用しよう‼
　雑誌は週刊・月刊というかたちで発行されますので、より
新しい情報を得ることができます。
　阿南３館で所蔵している雑誌は約150タイトル。最新号以
外は貸し出しできます。予約をすれば所蔵館以外でも受け取
ることができます。ぜひご利用ください。

こんな雑誌があります !
阿 南 図 書 館 「プレジデント」「日経ヘルス」「B

ベ ビ
aby-m

モ
o」

那賀川図書館 「住まいの設計」「T
ターザン
arzan」「俳句」「短歌」

羽ノ浦図書館 「e
エデュー
du」「サライ」「日経エンタテイメント」

★くわしくは、各図書館までお問い合わせください。

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。  阿南図書館　☎ 23-2020

移動図書館「わかたけ号」　５月の巡回日程
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第
７
回
阿
南
市
合
唱
祭

　

阿
南
市
内
の
７
合
唱
団
と
「
セ

レ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

（
特
別
出
演
）の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

阿
南
市
合
唱
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈰　

午
後
２
時

開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

※
入
場
無
料

出
場
団
体　

▼
那
賀
川
童
謡
を
歌

う
会
▼
阿
南
合
唱
団
▼
レ
デ
ィ
ー

ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ひ
ま
わ
り
▼
ぎ

ん
の
す
ず
合
唱
団
▼
見
能
林
童
謡

を
歌
う
会
▼
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
合
唱

団
▼
ベ
ル
ゲ
ン
＆
Ａ
Ｗ
Ａ
キ
ッ
ズ

▼
セ
レ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
（
特
別
出
演
）

問
い
合
わ
せ
は　

松
村
（
☎
22
‐

３
７
１
９
）
へ

第
13
回
真
向
法
体
操
講
習
会

　

健
康
体
操
真
向
法
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
健
康
は
正
し
い
姿
勢

か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
真
向

法
は
正
し
い
姿
勢
を
つ
く
る
健
康

体
操
で
す
。
た
っ
た
四
つ
の
動
作

を
組
み
合
わ
せ
た
体
操
で
、
足
腰

が
柔
軟
に
な
り
、
腰
痛
が
予
防
で

き
ま
す
。

　

講
師
は
公
益
社
団
法
人
真
向
法

協
会
会
長
佐
藤
良
彦
さ
ん
で
す
。

直
接
ご
指
導
が
い
た
だ
け
る
良
い

機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時　

５
月
30
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所　

富
岡
公
民
館
１
階　

和
室

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。
体
操
の
で
き
る
服

装
で
、
タ
オ
ル
等
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
真
向
会
会
長

石
澤
三
朗（
☎
23
‐
３
３
１
０
）へ

阿
南
法
人
会
主
催

「
家
田
荘
子
さ
ん
」講
演
会

　

第
34
回
通
常
総
会
を
記
念
し

て
、作
家
で
高
野
山
真
言
宗
僧
侶
・

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
会
公
認
先

達
で
あ
る
家
田
荘
子
さ
ん
を
お
招

き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈬　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　

ホ
テ
ル
石
松
（
富
岡
町
）

演
題　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
」

定
員　

２
０
０
人

申
込
期
限　

５
月
10
日
㈭

※
入
場
は
無
料
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

阿
南

法
人
会
（
☎
23
‐
１
０
５
５
）
へ

平
成
24
年
度

就
業
支
援
講
習
会

受
講
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お

よ
び
寡
婦
等
（
婚
姻
の
実
態
は
失

わ
れ
て
い
る
が
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
離
婚
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
な
ど
を
含
む
）で
あ
っ
て
、

就
業
と
自
立
に
意
欲
の
あ
る
方

講
習
科
目　

▼
日
商
簿
記
３
級

（
９
月
24
日
㈪
）
▼
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
２
級
課
程
（
５
月
23
日

㈬
）
▼
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
（
昼
間

５
月
７
日
㈪
、夜
間
５
月
21
日
㈪
）

▼
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
（
昼
間
６

月
４
日
㈪
、
夜
間
８
月
24
日
㈮
）

※
カ
ッ
コ
内
は
申
込
締
切
日
で

す
。
開
催
日
時
、
募
集
定
員
等
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

開
催
日　

８
月
５
日
㈰　

午
後
１

時
～
４
時

場
所　
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
は　

公
益
財
団
法
人

徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
☎
０
８
８
‐
６
５
４
‐
７
４
１
８
・

７
４
１
４
）
へ　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構　

職
業
訓
練
生

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
を
対

象
に
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

募
集
訓
練
科　

溶
接
加
工
科

訓
練
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
11
月

28
日
㈬

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

等
は
必
要
で
、選
考
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈪
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

独
立

行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
徳
島
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
‐

６
５
４
‐
５
１
０
２
）
へ

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者

　

体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

説
明
会
　
５
月
下
旬

場
所
　
全
国
14
都
市

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
な
ど

派
遣
先
　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
フ
ィ
ジ
ー

日
程
　
７
月
26
日
㈭
～
８
月
14
日

㈫
の
う
ち
８
～
18
日
間

対
象
　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年

生参
加
費
　
21
万
８
千
円
～
54
万
５

千
円
の
予
定（
共
通
経
費
は
別
途
）

申
込
締
切
日　

６
月
１
日
㈮
ま
た

は
11
日
㈪

問
い
合
わ
せ
は　

文
部
科
学
省
所

管
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
☎

03
‐
６
４
５
９
‐
４
６
３
３
）
へ

若
年
無
業
者
移
動
相
談
室

　

職
業
訓
練
も
通
学
も
し
て
い
な

い
若
年
無
業
者
の
就
職
面
な
ど
の

悩
み
に
関
す
る
出
張
相
談
室
（
予

約
制
）
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
５
月
17
日
㈭  

午
後
１
時

～
５
時

場
所
　
文
化
会
館
１
階　

工
芸
室

相
談
員　

徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
ス
タ
ッ
フ

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
県
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
８

８
‐
６
０
２
‐
０
５
５
３
）
へ

募 集

相 談

募 集

募 集

募 集 募　集

催 し

市民の情報ひろば
７月号掲載の原稿締め切り日は５月31日㈭です。
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阿
波
踊
り
体
操
教
室

　

さ
ま
ざ
ま
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
阿

波
踊
り
体
操
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
方
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時

会
場　

ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル

講
師
　
あ
な
ん
阿
波
踊
り
体
操
愛

好
会
会
員
（
阿
波
踊
り
体
操
指
導

員
）

対
象　

運
動
制
限
の
な
い
方
。
年

齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
っ
て
く
る
も
の　

飲
み
物
、
タ

オ
ル

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
１
５
９
０
）
へ

海
上
自
衛
隊　

徳
島
教
育
航
空
群

地
域
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー

●
音
楽
祭

日
時　

５
月
18
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
～

場
所　

鳴
門
市
文
化
会
館

入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
、
入
場

整
理
券
が
必
要
で
、
座
席
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。）

●
徳
島
航
空
基
地
一
般
公
開

日
時　

５
月
20
日
㈰　

午
前
８
時

～
午
後
３
時

内
容　
徳
島
航
空
基
地
マ
ラ
ソ
ン
、

ふ
れ
合
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
ち
び
っ
子

広
場
、
広
報
館
・
記
念
館
公
開
等

問
い
合
わ
せ
は　

海
上
自
衛
隊
徳

島
教
育
航
空
群
司
令
部
広
報
室

（
☎
０
８
８
‐
６
９
９
‐
５
１
１
１
）へ

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

　

許
認
可
手
続
き
に
つ
い
て
知
り

た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
19
日
㈯　

午
前
９
時

～
正
午

場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　

行
政
に
係
る
許
認
可
手
続

き
（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、

開
発
許
可
、自
動
車
運
送
関
係
等
）

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
県
行
政
書

士
会
徳
島
南
部
支
部
（
☎
42
‐

３
１
７
３
）
へ

お知らせ

高校再編計画 【骨子（案）】 
説明会

　阿南市地域の高校再編骨子（案）を説
明し、地域の方のご意見等をお聞きする
会です。
日時　５月24日㈭　19：00 ～ 20：30
　　　（受付　18：30 ～）
場所　文化会館２階　研修室
申込方法　小中学校保護者の方はそれぞ
れの学校へ、ほかの方はＦＡＸまたはメー
ルで、５月11日㈮までに次の課までお申し
込みください。
申込み・問い合わせは
徳島県教育戦略課（☎088‐621‐3153 
FAX 088‐621‐2880）
メールアドレス
kyouikusenryakuka@pref.tokushima.lg.jp

達者でおろな健康教室
おおむね65歳以上の高齢者を対象にした教室です。
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、バランス食
　　　の試食
持ってくるもの　健康手帳（無い方は交付します。）

問い合わせは　保健センター（☎ 22‐1590）へ

日　時 場　所

５月１日㈫ 10：00～11：30  新野公民館
13：30～15：00  宝田公民館

２日㈬ 10：00～11：30  中野島公民館上中分館
８日㈫ 10：00～11：30  中林ふれあい会館

９日㈬ 10：00～11：30  那賀川社会福祉会館
13：30～15：00  加茂谷総合センター

11日㈮ 10：00～11：30  桑野コミュニティセンター
13：30～15：00  羽ノ浦公民館

14日㈪ 10：00～11：30  福井町総合センター
13：30～15：00  長生公民館

22日㈫ 10：00～11：30  椿公民館
14：00～15：30  椿泊老人憩いの家

28日㈪ 10：00～11：30  大野老人憩いの家
13：30～15：00  橘町総合センター

※ひまわり会館での教室は、中林ふれあい会館に変更して開催します。

膝
痛
・
肩
こ
り・
腰
痛

予
防
・
軽
減
体
操

（
パ
ー
ト
１
：
膝
痛
編
）

　

膝
痛
を
予
防
・
軽
減
す
る
日
常

生
活
の
ポ
イ
ン
ト
の
お
話
と
無
理

な
く
楽
し
く
で
き
る
体
操
で
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈭　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館

講
師　

鶯　

春
夫
さ
ん

対
象　

65
歳
以
上
（
運
動
制
限
の

な
い
方
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
バ
ス
タ
オ
ル・

健
康
手
帳
（
無
い
方
は
交
付
し
ま

す
。）

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
１
５
９
０
）
へ

体
組
成
測
定
の

お
知
ら
せ

　

基
礎
代
謝
量
や
内
臓
脂
肪
レ
ベ

ル
、体
内
年
齢
等
を
測
定
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
栄
養
相
談
、
介
護
等
の

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
　

日
時　

５
月
11
日
㈮　

午
前
10
時

～
11
時

場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
は
測

定
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
︲
１
５
９
０
）
へ

相 談

催　し
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か
も
だ
岬
温
泉

【
5
月
の
休
館
日
は
】

１
・
７
・
14
・
21
・
28
日
☎21−3030

５月 地区 時　　間 場　　所

15
日
㈫

見
能
林
・
桑
野

9：30 ～ 9：40 旧 才 見 分 館 前
9：50 ～ 10：00 中 林 分 館 前

10：10 ～ 10：20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
10：30 ～ 10：40 見 能 林 公 民 館
10：50 ～ 11：00 林 崎 正 八 幡 神 社
11：10 ～ 11：20 大 潟 分 館 前
11：30 ～ 11：40 津 乃 峰 分 館 前
13：00 ～ 13：10 山 口 分 館 前
13：20 ～ 13：30 川 西 集 会 所 前
13：40 ～ 13：50 桑 野 駅 前
14：00 ～ 14：10 大 地 田 村 商 店 前
14：20 ～ 14：30 成 松 集 会 所 前

16
日
㈬

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

9：30 ～ 9：40 石 本 秀 松 園 前
9：50 ～ 10：00 宝 田 公 民 館 前

10：10 ～ 10：20 阿南バッティングセンター横
10：30 ～ 10：40 上 中 分 館 前
10：50 ～ 11：00 柳 島 老 人 ル ー ム
11：10 ～ 11：20 横 見 消 防 詰 所 前
13：00 ～ 13：10 長 生 住 民 セ ン タ ー
13：20 ～ 13：30 長 生 隣 保 館 前
13：40 ～ 13：50 西 方 大 将 軍 神 社 前

18
日
㈮

福
井
・
新
野

9：30 ～ 9：40 福 井 町 総 合 セ ン ター
9：50 ～ 10：00 福 井 駅 前

10：10 ～ 10：20 旧 福 井 南 小 学 校
10：40 ～ 11：00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
11：10 ～ 11：20 新 野 住 民 セ ン タ ー
13：00 ～ 13：10 久 田 橋 東 詰
13：20 ～ 13：30 農 協 徳 信 集 荷 場 前
13：50 ～ 14：00 生 谷 バ ス 停 前

21
日
㈪

大
野
・
加
茂
谷

9：30 ～ 9：40 下 大 野 八 幡 神 社 前
9：50 ～ 10：00 大 野 住 民 セ ン タ ー

10：10 ～ 10：20 上 大 野 八 幡 神 社 前
10：40 ～ 10：50 熊 谷 町 集 会 所 前
11：00 ～ 11：10 加 茂 谷 総 合 セ ン ター
11：20 ～ 11：30 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13：00 ～ 13：10 農 協 大 井 支 所 前
13：20 ～ 13：30 十八女コミュニティセンター前
13：40 ～ 13：50 お 松 権 現

５月 地区 時　　間 場　　所

22
日
㈫

椿
・
椿
泊
・
橘

9：50 ～ 10：00 働 々 バ ス 停 前
10：10 ～ 10：20 椿 住 民 セ ン タ ー
10：40 ～ 10：50 椿 泊 連 絡 所 前
13：00 ～ 13：10 鵠 分 館 前
13：20 ～ 13：30 海 正 八 幡 神 社 前
13：40 ～ 13：50 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14：00 ～ 14：10 旧 橘 小 学 校 前
14：20 ～ 14：30 阿南勤労者体育センター

24
日
㈭

富
岡

9：20 ～ 9：30 黒 津 地 八 幡 神 社 前
9：40 ～ 9：50 王 子 バ ス 停 広 場

10：00 ～ 10：10 日開野コミュニティセンター前
10：20 ～ 10：30 三 石 神 社 前
10：40 ～ 10：50 阿南青少年健全育成センター前
11：00 ～ 11：10 正 福 寺 入 口
11：20 ～ 11：30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

25
日
㈮

羽
ノ
浦

9：30 ～ 9：40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所
9：50 ～ 10：00 春 日 野 中 央 公 園

10：10 ～ 10：20 あ す み が 丘 天 神 神 社
10：30 ～ 10：40 岩 脇 小 学 校 校 庭
10：50 ～ 11：00 羽ノ浦公民館古庄分館

那
賀
川

13：00 ～ 13：10 東とくしま農協西原出張所前
13：20 ～ 13：30 那賀川公民館平島分館
13：40 ～ 13：50 出 島 神 明 神 社
14：00 ～ 14：10 那 賀 川 公 民 館
14：20 ～ 14：30 小 延 日 吉 神 社
14：40 ～ 14：50 島 尻 厳 島 神 社
15：00 ～ 15：10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂
犬病予防注射が義務づけられています。犬を
飼っている方は、最寄りの場所に必ずお出かけ
ください。　
■料金 6,000 円（登録 3,000 円、注射 3,000 円）
問い合わせは　保健センター
（☎２２‒１５９０）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

１１日㈮

道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 10：00 ～ 11：10
徳島南部農業共済組合 桑 野 町 12：40 ～ 14：00
阿波銀行阿南支店

（阿南ライオンズクラブ・ライオネスクラブ協賛） 富 岡 町 15：00 ～ 16：30

１７日㈭
南部総合県民局保健福祉環境部
阿南庁舎 領 家 町 10：00 ～ 11：30

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13：00 ～ 16：30
２４日㈭ 阿南テクノスクール 桑 野 町 9：40 ～ 11：10 5月
※400ミリリットルのみ実施

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
県

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８
‐
６
３
１
‐

３
２
０
０
）
へ

献
血
実
施
一
覧
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スポーツ総合センター　　（対象／一般男女）	

阿南工業高等学校体育館　　（対象／小学２年生～中学生）		

活動期間　４月１日㈰～平成２５年３月３１日㈰	
年 会 費　高校生以上４，２００円（継続者は３，２００円）、中学生以下１，２００円	
　　　　　※講座内容別に活動費（月額）も必要です。	
申込方法　申込書（スポーツ総合センター備え付け）を提出してください。	
申込み・問い合わせは　スポーツ総合センター（☎２２‒２３００）へ	
※平日９：００～１７：００　月曜日休館（月曜日が祝日の場合は翌日が休み）		

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

バウンドテニス 火・水・金曜日
１３：３０～１７：００

フルコース２，０００円 / 全曜日１，８００円
８回１，６００円 /４回９００円

健康ソフトテニス 水・金曜日
９：３０～１２：００

フルコース２，０００円 / 全曜日１，６００円
水・金の各曜日１，０００円

卓　球 平日（休館日以外）
１３：００～１７：００

フルコース２，０００円 / 全曜日１，０００円
火～金の各曜日５００円

エアロビクス 火曜日（場合により木曜日）
１３：３０～１４：３０ フルコース２，０００円

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

ジュニア
男子バレーボール

火・金曜日
１８：３０～２０：００ ９００円

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

日
時　

5
月
25
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
～
２
時

対
象
者　

生
後
3
カ
月
か
ら
生
後

90
カ
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る

子場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手

帳
、
予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、

６
週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ

さ
い
。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す

　

昭
和
50
年
か
ら
52
年
生
ま
れ
の

人
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
保
有
割
合

が
ほ
か
の
年
齢
の
人
に
比
べ
て
低

い
こ
と
か
ら
、
❶
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル

ス
が
根
絶
さ
れ
て
い
な
い
国
に
渡

航
す
る
❷
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
を

接
種
す
る
な
ど
の
場
合
は
、
接
種

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

実
施
先　

徳
島
赤
十
字
病
院
小
児

科
（
☎
０
８
８
５
‐
32
‐
２
５
５
５

要
予
約
）

※
任
意
接
種
の
た
め
有
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
１
５
９
０
）
へ

病
児
・
病
後
児
保
育
だ
よ
り

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈯　

午
後
２
時

～
３
時

場
所　

岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
３
階　

保
育
室

問
い
合
わ
せ
は　

岩
城
ク
リ
ニ
ッ

ク
病
児
・
病
後
児
専
用
（
☎
０
８

０
‐
１
９
９
８
‐
７
４
７
６
）
へ

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時

　

４
月
か
ら
、
阿
南
市
・
那

賀
町
・
美
波
町
で
、
保
育
所

広
域
入
所
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
広
域
利
用
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
課

（
☎
22
‐
１
５
９
３
）
へ

※フルコースは、ジュニア男子バレーボール以外のすべてで活動できます。

会員募集
総合型地域スポーツクラブ

サンアリーナスポーツクラブ
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お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
い
、
無
料
で
施
設

を
開
放
し
、
育
児
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
遊
び
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

注
朝
８
時
に
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
雨
警
報
の
い

ず
れ
か
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
休
み
ま
す
。

※
印
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
）☎

44
︲
５
０
５
９

日
時
　
平
日　

午
前
９
時
～
午
後

２
時

１
日
㈫　

戸
外
で
遊
ぼ
う

８
日
㈫　

※
あ
り
が
と
う
お
母
さ
ん

18
日
㈮　

作
っ
て
遊
ぼ
う　
　
　

25
日
㈮　

お
話
を
聞
こ
う

29
日
㈫　

お
誕
生
会

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　

11
日
㈮
・

15
日
㈫
・
22
日
㈫

　

楽
し
い
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
ま
す
。

お
弁
当
タイ
ム　

午
前
11
時
45
分
～

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

☎
42
︲
０
７
２
０

日
時
　
平
日　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時

１
日
㈫　

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び

８
日
㈫　

楽
し
い
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

15
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

22
日
㈫　

グ
リ
ー
ン
を
楽
し
も
う

29
日
㈫　

お
誕
生
会

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

☎
27
︲
１
４
４
１

日
時
　
平
日　

午
前
８
時
30
分
～

正
午
・
午
後
2
時
30
分
～
４
時

１
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

８
日
㈫　

楽
し
く
遊
ぼ
う

15
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

22
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

29
日
㈫　

お
誕
生
会

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

☎
21
︲
２
０
０
２

日
時
　
平
日　

午
前
９
時
～
午
後

２
時

1
日
㈫　

み
ん
な
集
ま
れ　

　
　
　
　

こ
ど
も
の
日

8
日
㈫　

お
話
の
ポ
ケ
ッ
ト

15
日
㈫　

※
親
子
で
育
て
よ
う

　
　
　
　
　

～
植
物
～

22
日
㈫　

※
公
園
で
遊
ぼ
う

29
日
㈫　

お
誕
生
会

　
つ
ど
い
の
広
場
・

　
す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護

者
間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

11
日
㈮　

桑
野
公
民
館

23
日
㈬　

福
井
公
民
館

25
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー

ム
で
の
開
催
は
１
日
㈫
・
８
日
㈫
・

15
日
㈫
・
18
日
㈮
・
22
日
㈫
・

29
日
㈫
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

︲
１
５
９
３
）
へ

　
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

日
時
　
平
日　

午
前
９
時
～
午
後

４
時

７
日
㈪　

英
語
で
遊
ぼ
う

11
日
㈮　

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
会

14
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

21
日
㈪　

発
育
計
測

24
日
㈭　

お
誕
生
会

25
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

30
日
㈬　
パ
ト
カ
ー
・
消
防
車
見

　
　
　
　

学
会

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５
︲

38
︲
１
１
６
３
）
へ

　  
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　制度変更に伴う新たな手続きは必要ありません。
現在、子ども手当を受給している方は、引き続き受
給できます。
　なお、６月分からの児童手当については、所得制
限が実施され、受給者の平成23年中の所得が制限

額以上である場合は、児童手当の額は月額 5,000円
（１人当たり）となります。
　出生・転入等で異動があった場合は、手続きが必
要ですので、15日以内に手続きをお願いします。
問い合わせは　こども相談室（☎２２―１６７７）へ

４月から「子ども手当」 は「児童手当」に変わりました

所得制限未満 所得制限以上

支 

給 

額

３歳未満　　　　　　　　　　15,000円

月　額
5,000円
（一律）

３歳以上
小学校
修了前

第１子・第２子　10,000円

第３子以降　　 15,000円

中学生　　　　　　　　　　10,000円

扶養親族等
の数

平成23年中
の所得額

０人 ６２２
１人 ６６０
２人 ６９８
３人 ７３６
４人 ７７４
５人 ８１２

■６月以降の児童手当の額 ■所得制限限度額（万円）
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法律相談（要予約） 10日㈭
13:30 ～ 16:30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

行政相談 ８日㈫・22日㈫
9:30 ～ 11:30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談 25日㈮
14:00 ～ 16:00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
9:30 ～ 16:30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 ９日㈬
13:30 ～ 16:00　  新野公民館・ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談 30日㈬
13:30 ～ 16:00　  ひまわり会館１階
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 １・８・15・22・29 日　 13：00 ～ 17：00
11・25 日　　　　　　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約） 10日㈭
9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※６月の相談日はありません。相談は 1 カ月前から電話による完全
予約制となっています。

健康相談 11日㈮
10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約） 17日㈭
10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育来所相談 13日㈰
9：00 ～ 12：00　  富岡公民館２階
 教育委員会生涯学習課　☎ 22―3391

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 7日㈪・14日㈪･21日㈪・28日㈪
10:00 ～ 15:00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機
関で受診できます。

●休日昼間　午前９時～午後５時

５月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、阿
南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　午後５時～ 11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れ
ています。（事前の電話連絡は不要です。）	

～ 市税の納付は口座振替が安全で便利です ～
■市税の口座振替について

平成24年度市県民税、国民健康保険税の第１期分から
の口座振替を希望される場合は、５月15日㈫までに指定
金融機関の窓口で手続きをしてください。

　固定資産税（全期分）口座振替済通知書と軽自動車税
口座振替済通知書（納税証明書）の郵送は５月中旬を
予定しています。

 市税日曜相談窓口（市役所１階納税課）
５月27日㈰　8:30 ～ 17:00

問い合わせは　納税課（☎ 22‒1792）へ

人口　77,167 人（−30）　世帯数 29,632 世帯（+132）
（男）　37,249 人（+22）				  
（女）　39,918 人（−52）　

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
３日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎ 27―0047
 ４日 井原医院 見能林町 ☎ 21―0021
５日 富永医院 羽ノ浦町 ☎ 44―2123
６日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎ 23―6522

13日 玉真病院 宝 田 町 ☎ 23―0551
20日 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎ 44―3700
27日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22―1313

 開催日　　  時間　　  場所　　  問い合わせ先

５月の市税

人口と世帯数

５月の市税スポーツ施設の５月の休館日

●平成24年3 月末日現在
　カッコ内は前月対比

5月の相談

サンアリーナ 7・14・21・28日
那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30日
羽ノ浦総合国民体育館 7・14・21・28日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・21・28日

　地上 634 メートル、自立式電波塔としては世界一
の高さを誇る東京スカイツリーが５月 22 日に開業し
ます。その高さはにわかに想像しがたいものがあり
ますが、身近なところでは、橘湾にそびえる電力会

社の煙突 (約200メートル ) の約 3.2 倍に相当します。また、空中を
散歩しているかのような体験ができる地上 450 メートルの展望デッキ
は、明神山山頂 ( 標高441.6メートル／椿町 ) からの眺望に匹敵しま
す。日本の伝統建築の技と美しさを兼ね備え、多様なデザインコン
セプトを持つ、最新にして細心のタワーがもうすぐオープンします。
　それに先駆けて５月 11 日に開設されるのが「阿南市東京事務所」
です。東京発「阿南」 のＰＲ拠点として、また戦略的な政策展開を
図る基地として市政の一翼を担います。（山田）
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～地域の宝～
第70回ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！


